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～ワンダフルな1年になりますように～
謹賀新年謹賀新年



年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ

　新年あけましておめでとうございます。
　市民の皆様には健やかに新春をお迎えのことと心
からお慶び申し上げます。
　昨年は、昭和52年の初出場準優勝以来40年ぶりと
なる中村高校野球部の「選抜高等学校野球大会」出場
に地域は感動と喜びに沸き活気に満ち溢れました。
四国横断自動車道 佐賀～大方間の事業化が決定し
たことについては、大変うれしく思いますとともに、
ご尽力いただきました国土交通省、高知県をはじめ
とします関係機関の皆様に改めて感謝を申し上げま
す。また、秋篠宮家の長女、眞子様の婚約発表などお
めでたいニュースもありました。
　その一方で、北朝鮮のミサイル発射や接近する台
風に緊張感が高まった年でもありました。
　そのような中、中平市政は2期目に突入しました
が、高速道路延伸や防災対策に加え、学校施設整備、
学校給食などの子育て支援など確実に成果をあげて
おります1期目に引き続き、今後についても大いに期
待をしているところでございます。
　市議会におきましては、議会改革の一環として、イ
ンターネット中継やフェイスブック、ＬＩＮＥ（ライ
ン）、議会だより特別号の発行などに加え、昨年には
議会専用ホームページの導入を実現するとともに、
現在、議会のチェック機能のより一層の向上と開か
れた議会を目指し、「予算決算委員会」の本年3月の設
置に向け、取り組みを進めているところであります。
　また、昨年より全国市議会議長会 地方行政委員会
の副委員長に選任され、地方分権改革の推進、地方議
会の権能強化、参議院選挙における合区の解消など
について、協議するとともに国会議員や関係省庁な
どに対して要望活動も行っております。今後とも地
方議会が住民の付託に応え、その機能を十分に発揮
できるよう、更なる地方議会の権能強化等諸課題解
決に向け、国に対しても強く求めてまいります。
　結びに、市民の皆様にとりまして、輝かしく実り多
い一年となりますことを心よりご祈念申し上げ、年
頭のご挨拶といたします。

市議会議長　矢野川　信一

～住民の付託に応え、
　　更なる議会改革を目指して～

　新年明けましておめでとうございます。
　市民の皆様におかれましては、それぞれに夢や希望
を持って、よいお正月をお迎えになられたことと存じ
ます。また旧年中は市政へのご指導、ご協力をいただ
きありがとうございました。
　世界では、北朝鮮のミサイル発射や原爆実験、トラ
ンプ大統領政権の本格始動、国内では九州北部豪雨が
発生、10月の衆議院解散総選挙においては、幡多地域
出身の議員が3名誕生いたしました。
　四万十市では、中村高校野球部が40年ぶりに甲子園
出場と春先より大変うれしい出来事がありました。選
手たちのはつらつとしたプレーは、多くの方に感動と
元気を与え、地域一体となった素晴らしい応援は、応
援団最優秀賞という最高の結果をいただきました。
　また、「志国高知幕末維新博」が県内一斉に開幕し、
歴史や文化への関心が高まり、本市を含む県内各地で
賑わいをみせました。インフラ面においては、横瀬川
ダムの定礎式が暮れに行われたほか、四国横断自動車
道「佐賀－大方間」の事業化が正式に決定され、悲願で
ある幡多地域への延伸にまた一歩近づいた1年でもあ
りました。またその一方で、岩間沈下橋が沈下をし、三
里、口屋内、岩間の3橋が通行止めとなるなど、老朽化
した橋や市道の維持が今後の市政の大きな課題と
なっています。
　日本全体の人口減少が進むなか、産業振興や過疎化
対策、地域医療など、本市におきましても課題が山積
しております。これらの課題を解決していくために、
地域の声を聞き、「総合計画」など各種計画の策定によ
り位置づけた施策や具体的事業について、検証・見直
しを行い、官民一体となって前に進めることによっ
て、よりよい地域づくりに努めてまいります。
　本年3月からは1年を通して「土佐の小京都中村550
年祭」が開催されます。前関白一條教房公が応仁の乱
を機に下向し、550年を迎えたことを契機に開催する
もので、「公家がつくったまち＝小京都中村」という他
のまちにはない四万十市の個性を地域内外に発信し、
活気あふれるまちづくりと交流人口の拡大等による
地域活性化につなげたいと考えております。
　結びに当たり、本年が皆様にとって希望にあふれ
る、すばらしい一年となりますよう心からご祈念申し
上げ、年頭のご挨拶といたします。

市長　中平　正宏

～活気あふれる四万十市にむけて～
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　11月24日・25日の両日、「第26回全国川サミットin四万十」が開催されました。

　24日には、一級河川の名称と同じ名称をもつ市町村やその流域にある市区町村および四万十川流域と

近隣市町村23市町村が集まり、国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課長 森川幹夫氏より「暮らしと

川の新たな繋がり」と題して講演が行われたあと、「地域の川との付き合いかた」「水辺の景観」「川に関わ

る食」の3つのテーマについて意見発表が行われました。

　25日は、市民や行政関係者など約250名の来場者の前で、環境学習「水辺の楽校」において作成した優秀

な絵日記の表彰式や川に関する事例発表、また山下慎吾氏による「川からみる流域のすがた，これからの

こと」と題する記念講演が行われました。

　閉会式では開催地の中平市長から、平成30年度に全国川サミットを開催する広島県三次市増田市長に

サミット旗が手渡されました。

住宅防火防災推進シンポジウム
ー地域ぐるみで考えよう！住宅防火と防災対策ー

オ
ラ
も

参
加
す
る
ぞ
！

参加自由
入場無料だよ!

日時　２月17日（土）
　　　10時～12時30分（開場9時30分）
場所　四万十市立文化センター 大ホール
　　　四万十市中村桜町２番地１
　　　（駐車場：市立中村小学校）

問い合わせ先　
幡多中央消防組合消防本部　予防課
　　　　☎（３４）５８８１

平成29年度

タレント・山形弁研究家
ダニエル・カール

市からのお知らせ ― SHIMANTO CITY NEWS ―

～川とともに生きるまち～

消太くんもやって
くる

消太くんもやって
くる
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　12月3日、横瀬川ダム建設現場（宿毛市山奈町山

田一生原地区）において、中筋川の洪水被害の軽

減、本市の水道用水の確保などを目的に建設が進

む横瀬川ダムの定礎式が行われ、土地のご協力を

いただいた一生原地区の皆さまをはじめ、牧野た

かお国土交通副大臣、山本有二衆議院議員、広田一

衆議院議員、武内則男衆議院議員、高野光二郎参議

院議員、中西哲参議院議員、足立敏之参議院議員、

平井秀輝四国地方整備局長など約130名の関係者

が出席しました。

　式典では、中平四万十市長が祝辞を述べ、続いて

ダムの堤体内基部に礎石の埋設を行いました。ま

た、式典終了後は、場所を宿毛市総合運動公園に移

し、地域住民約300名の皆さまと定礎完了をお祝

いする餅投げが行われました。

横瀬川ダム定礎式が行われました

具
同
地
区
防
災
訓
練
を

開
催
し
ま
し
た

　
11
月
26
日
、具
同
地
区
の
合
同
防
災
訓
練

が
具
同
小
学
校
で
行
わ
れ
、約
3
0
0
人
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、午
前
9
時
の
防
災
行
政
無
線
に
よ

る
訓
練
開
始
放
送
を
合
図
に
、各
地
区
で
定

め
た
避
難
場
所
へ
の
避
難
を
開
始
し
、避
難

場
所
ま
で
の
所
要
時
間
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
避
難
時
の
支
障
物
の
確
認
を
行
い
な
が

ら
避
難
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
、具
同
小

学
校
に
会
場
を
移
し
、国
土
交
通
省
職
員
や

高
知
新
聞
社
記
者
に
よ
る
防
災
講
演
が
行

わ
れ
た
後
、住
民
主
体
に
よ
る
避
難
所
運
営

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。訓
練
で
は
、地
区

の
自
主
防
災
会
の
代
表
者
や
防
災
士
が

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
、物
資
の
搬
送
・
配
布

訓
練
、傷
病
者
の
搬
送
訓
練
、ト
イ
レ
対
応

訓
練
、炊
き
出
し
訓
練
、ま
た
避
難
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
訓
練
と
し
て
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確

保
の
た
め
の
室
内
用
テ
ン
ト
の
組
み
立
て

や
通
路
の
確
保
な
ど
の
作
業
を
、参
加
者
の

皆
さ
ん
が
協
力
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
近
い
将
来
の
発
生
が
想
定
さ
れ
て
い
る

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
当
初
は
、市
を
は

じ
め
と
し
た
行
政
機
関
が
避
難
所
の
運
営

に
携
わ
る
の
は
困
難
で
あ
り
、住
民
の
皆
さ

ん
が
主
体
的
に
運
営
に
携
わ
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。具
同
地
区
防
災
連
絡
協
議
会
の
植

田
英
久
会
長
は
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生

時
の
避
難
所
は
、非
常
に
混
乱
し
た
中
で
運

営
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。今
回
、

具
同
地
区
で
は
初
め
て
の
避
難
所
運
営
訓

練
を
行
っ
た
が
、実
際
の
発
災
時
に
少
し
で

も
ス
ム
ー
ズ
に
避
難
所
運
営
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、今
後
も
訓
練
や
避
難
所
運

営
に
関
す
る
検
討
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

き
た
い
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

炊き出し訓練 トイレ対応に関する防災士による指導 室内用テントの組み立て
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高
齢
化
が
進
む
中
、農
業
分
野
に
お
い
て

は
、後
継
者
不
足
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、地

域
農
業
の
将
来
に
心
配
の
声
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な「
人
と
農
地
の
問

題
」の
解
決
を
図
る
た
め
、平
成
24
年
度
か

ら「
人
･
農
地
プ
ラ
ン
」の
作
成
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
は
、地
域
の
農
業
の
中
心
的

な
担
い
手
に
は
ど
ん
な
人
が
い
る
の
か
、地

域
内
の
農
地
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
等

を
書
式
に
記
載
し
て
、地
域
の
現
状
や
今
後

の
方
向
性
を
明
確
に
し
、そ
れ
を
地
域
の
関

係
者
で
共
有
す
る
も
の
で
す
。中
村
地
域
の

座
談
会
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、農

業
関
係
者
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、関
係
さ
れ

る
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
11
月
11
日
、四
万
十
市
防
災
セ
ン
タ
ー

で
、若
者
と
議
員
の
座
談
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
こ
れ
は
、普
段
接
点
の
少
な
い
、県
内
の

若
者
と
議
会
議
員
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、政

治
や
選
挙
、そ
の
他
関
心
の
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
、ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合
う
こ
と

で
、若
者
に
政
治
や
選
挙
を
よ
り
身
近
に
感

じ
て
も
ら
い
、興
味
や
関
心
を
高
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、毎
年
、高
知
市
内

で
高
知
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会（
会

長
・
植
田
通
子
）が
主
催
し
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、今
回
初
め
て
、幡
多
地
域
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　
座
談
会
で
は
、最
初
、緊
張
気
味
だ
っ
た

若
者
も
後
半
に
な
る
と
、「
政
治
家
に
な
っ

て
良
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？
」な
ど
と

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、と
て
も
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
高
校
生
は
、「
普
段
議
員
さ
ん

と
会
話
す
る
機
会
が
な
く
、今
日
は
い
ろ
ん

な
貴
重
な
話
を
聞
く
事
が
で
き
、と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
」「
自
分
の
１
票
の
大
切

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」な
ど
の
話

を
聞
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
市
と
し
て
も
、将
来
の
有
権
者
で
あ
る
若

者
に
選
挙
を
身
近
に
感
じ
取
っ
て
も
ら
い
、

選
挙
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た

め
、関
係
機
関
と
協
力
し
て
啓
発
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

寄
付
の
お
礼

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎（
３
４
）１
７
８
４

　
11
月
26
日
に
、市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
舞
踊
会
の
収
益
金

を
四
万
十
市
の
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
、慶
祥
流
祥
芳
会

（
慶
祥
芳
之
さ
ま
）、若
柳
流
小
鳩
会（
若
柳

吉
鶴
司
さ
ま
）か
ら
、金
10
万
円
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。皆
さ
ま
方
の
温
か
い

ご
支
援
に
、あ
ら
た
め
て
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、ご
寄
付
い
た
だ
い
た
寄
付
金
に
つ

い
て
は
、四
万
十
市
社
会
福
祉
基
金
へ
積
立

し
、社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

け
い
し
ょ
う 

よ
し  

ゆ
き

わ
か  

や
ぎ

 

き
ち 

つ
る    

し

若
者
と
議
員
の
座
談
会

〜
幡
多
地
域
で
初
め
て
の
開

催
〜

人･

農
地
プ
ラ
ン
座
談
会

（
中
村
地
域
）

地域名

東中筋

中　筋

大川筋

後　川

東富山

蕨　岡

西富山

東　山

下　田

八　束

具　同

1/20（土）

1/21（日）

1/27（土）

9：00

11：00

13：30

15：30

9：00

11：00

13：30

16：00

10：00

13：00

15：00

会　場

JA高知はた西部事業所

横瀬集会所

かわらっこ

JA高知はた北部出張所

富山地区集会所

JA高知はた東部出張所

西富山活性化センター

市役所101会議室

四万十農園あぐりっこ　研修室

間崎多目的集会所

JAふれあいの店具同店　2階

日　時

｢広報しまんと｣
スマートフォンで

配信中!

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
本
庁
）農
林
水
産
課
　
農
業
振
興
係
　
☎（
３
４
）１
１
１
１
７
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[

高
知
県
国
保
事
業
費
納
付
金
に
つ
い
て]

　
来
年
度
市
町
村
に
賦
課
さ
れ
る
国
保
事

業
費
納
付
金
に
つ
い
て
は
、12
月
の
県
議
会

で
そ
の
算
定
に
係
る
条
例
案
が
可
決
さ
れ

た
後
、1
月
中
下
旬
に
県
か
ら
各
市
町
村
に

そ
の
金
額
通
知
と
と
も
に
、参
考
と
し
て
国

保
税
の
賦
課
料
率（
標
準
保
険
料
率
）な
ど

が
示
さ
れ
ま
す
。

　
概
算
の
係
数
を
用
い
た
仮
算
定
に
お
い

て
は
、四
万
十
市
で
は
国
保
税
賦
課
金
額
の

著
し
い
増
加
は
し
な
く
て
も
よ
い
水
準
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
医
療
費
の
伸

び
や
被
保
険
者
数
の
減
の
ほ
か
、来
年
度
か

ら
適
用
と
な
る
税
制
改
正
内
容
が
未
定
で

あ
り
、今
後
そ
れ
ら
の
動
向
を
含
め
て
、国

保
税
率
の
検
討
を
行
い
ま
す
。当
市
の
国
保

税
率
は
、３
年
ご
と
に
見
直
し
す
る
計
画
で

す
が
、実
質
の
賦
課
税
率
は
７
年
間
据
え
置

い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
も
踏
ま

え
、多
種
多
様
な
幅
広
い
試
算
を
も
と
に
、

当
市
の
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、最
も
適
当
な
国
保
税
の

賦
課
税
率
や
手
法
を
模
索
し
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
改
革
に
関
す
る
資
料
は
、

高
知
県
や
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）市
民
課
　
国
保
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
4

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室

　
☎（
5
2
）1
1
1
1

　
国
民
健
康
保
険
は
現
在
、市
町
村
そ
れ
ぞ

れ
が
保
険
者
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す

が
、平
成
30
年
４
月
か
ら
は
都
道
府
県
が
保

険
者
に
加
わ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
に

お
い
て
構
成
す
る
市
町
村
が
共
同
保
険
者

と
な
っ
て
、都
道
府
県
枠
で
財
政
運
営
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　 平
成
30
年
４
月
か
ら
国
保
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　
具
体
的
に
は
、県
内
各
市
町
村
の
国
保
被

保
険
者
の
保
険
給
付
に
必
要
な
額
は
、県
が

市
町
村
に
支
払
い
ま
す
。（
保
険
給
付
費
等

交
付
金
）一
方
、市
町
村
は
、そ
の
財
源
の
一

部
と
し
て
負
担
金（
国
保
事
業
費
納
付
金
）

を
県
に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
国
保
事
業
費
納
付
金
は
、市
町
村
の
負
担

を
公
平
に
支
え
あ
う
た
め
に
、都
道
府
県
が

県
内
市
町
村
ご
と
に
、被
保
険
者
数
、世
帯

数
、医
療
費
水
準
や
所
得
水
準
に
応
じ
て
決

定
し
ま
す
。
市
町
村
は
そ
の
納
付
金
の
ほ

か
、個
別
に
実
施
し
て
い
る
保
健
事
業
費
等

の
必
要
額
を
国
保
税
と
し
て
当
該
市
町
村

の
被
保
険
者
か
ら
集
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

[

都
道
府
県
の
役
割]

①
国
保
財
政
運
営
の
責
任
主
体

②
保
険
給
付
費
等
交
付
金
の
構
成
市
町
村

　
へ
の
支
払

③
運
営
方
針
に
基
づ
き
、事
務
の
効
率
化
、

　
標
準
化
、広
域
化
を
推
進

[

市
町
村
の
役
割]

①
国
保
事
業
費
納
付
金
を
都
道
府
県
に
納

　
付

②
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
、国
保
税
・
料
を

　
賦
課
徴
収

③
資
格
や
窓
口
事
務
を
従
来
ど
お
り
担
当

④
保
健
事
業
の
実
施

国保加入者

　運営方針の策定
(県内の統一的方針)

高知県

　高知県が市町村ごとに
決定した市町村負担金
（国保事業費納付金）を市
町村が納付
※市町村ごとの被保険者数、
　医療費水準、所得水準を考
　慮し算定されます。

市町村の保険給付に必
要な費用を、県が全額
各市町村に支払う（保
険給付費等交付金）

〇〇市

〇〇町

四万十市
〇〇村

保険給付費等
交付金の支払

国保事業費
納付金の支払

国保税の賦課

国保税の納付

保険給付（医療費の支払いや療養費の支給）
保健事業等の実施

※国保税の賦課徴収やその他国保関係事務など、被保険者に直結した対応をするのは従来
　どおり市町村です。

国
保
加
入
者

四
万
十
市

高
知
県国

保
加
入
者

医
療
機
関

国保への加入や保険証

の再交付などの、各種申

請・届出の受付は引き続

き市の窓口で行います。
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、基
本
的

に
特
定
記
録
郵
便
で
お
届
け
し
て
い
ま
す

が
、何
ら
か
の
ご
都
合
で
簡
易
書
留
郵
便
を

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、市
民
課
国
保
係
ま
た

は
、西
土
佐
住
民
分
室
に
て
申
請
の
受
付
を

行
い
ま
す
の
で
、1
月
末
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

﹇
窓
口
﹈

（
持
参
す
る
物
）

　
①
保
険
証
　
②
世
帯
主
の
印
か
ん

﹇
郵
送
﹈

　
郵
送
で
の
お
申
し
込
み
は
、任
意
の
様
式

に
左
記
の（
1
）か
ら（
5
）に
つ
い
て
ご
記
入

押
印
の
上
、「
簡
易
書
留
郵
便
希
望
」を
明
記

し
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
1
）保
険
証
の
記
号
番
号

（
2
）住
所

（
3
）世
帯
主
の
氏
名

（
4
）電
話
番
号

（
5
）希
望
理
由

※
ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
左
記
ま

　
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）市
民
課
　
国
保
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
4

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室

　
☎（
5
2
）1
1
1
1

〜
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
〜

　
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
ら
れ
て
く
る「
国
民
年
金
資
格
取
得

届
」に
必
要
事
項
を
記
載
し
、市
役
所
ま
た
は

年
金
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、取
得
届
と
同
時
に
保
険
料
の
納
付

猶
予
制
度
や
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
書

を
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、年
を
と
っ
た
と
き
の
老

齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ

り
ま
す
。障
害
年
金
は
、病
気
や
事
故
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
遺

族
年
金
は
、加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、そ
の

加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺

族（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」や「
子
」）が
受
け
取

れ
ま
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と「
納
付
猶
予
制
度
」

★「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
学
生
の
方
は
、一
般
的
に
所
得
が
少
な
い

た
め
、ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、高
等

学
校
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学
校
お
よ
び

各
種
学
校（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
過

程
）、一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在

学
す
る
方
で
、申
請
の
際
に
学
生
証
の
写
し

（
両
面
）ま
た
は
在
学
証
明（
原
本
に
限
る
）

が
必
要
で
す
。

★「
納
付
猶
予
制
度
」

　
50
歳
未
満
の
方
で
、ご
本
人
お
よ
び
配
偶

者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。

　
国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き
等
に
つ
い

て
は
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
役
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
年
金
事
務
所

　（
中
村
東
町
２
丁
目
４

-

10
）　

　
☎（
3
4
）1
6
1
6

　（
本
庁
）市
民
課
市
民
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
3

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室

　
☎（
5
2
）1
1
1
1

平
成
30
年
度
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
簡
易
書
留

郵
便
の
申
請
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動

　
年
末
年
始
は
、飲
酒
の
機
会
が
多
く

な
る
こ
と
や
交
通
量
の
増
加
な
ど
で
、

交
通
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

県
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
対
す

る
意
識
を
高
め
、交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、安

全
で
安
心
な
人
に
優
し
い
交
通
環
境
を

つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、交
通
事
故
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
期
間

　（
年
始
）1
月
9
日（
火
）〜 

18
日（
木
）

　
ま
で
の
10
日
間

○
重
点
目
標

　
1
．
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

　
　  

防
止

　
2
．飲
酒
・
暴
走
運
転
の
根
絶

　
3
．自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

　
4
．歩
行
者
の
保
護

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）環
境
生
活
課
　
市
民
生
活
係

　
☎（
3
5
）4
1
4
7

交
通
安
全

指
導
員
だ
よ
り

交
通
安
全

指
導
員
だ
よ
り

№40№40
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　市職員の給与は、民間給与の動向や各界、各地域からの意見などを総合的に勘案した人事院勧告等に沿い、国
家公務員や他の地方公共団体との均衡を図りながら、必要な条例議案を市議会に提案し、決定されます。
　平成29年度四万十市の職員数・給与等の現状について市民の皆さんにお知らせいたします。

市職員の給与等の状況市職員の給与等の状況

1. 部門別職員数の状況（平成29年4月1日現在）
区　分
部　門

職　　員　　数
備　　　考平成 28年 平成 29年 比　較

公営企業等

一般行政部門

教育部門

議　会
総務・企画
税　務
民　生
衛　生
農林水産
商　工
土　木
計

小　　 計

小　　   計

病　院
水　道
下水道
その他

合　　計

４
　７５
　２７

　　１６６
２９
２６

　　１０
　２７
３６４
４０
４０４
１２９
１２
３
３６
１８０
５８４

４
　７５
　２９

　　１６５
３０
２７
　　９
　２９
３６８
３９
４０７
１３０
１２
３
３７
１８２
５８９

　

２
　△　１

１
１

△　１
２
　４

　△　１
３
１

１
２
　５

※診療所含む。

※国保会計等

普通会計部門

(注 )　上記の表は、定員管理調査のうち部門別職員数に計上された人数です。

2. 人件費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （単位:千円）

区　分

(注 )　人件費とは一般職・特別職に支給された給与、報酬、退職手当ならびに共済組合負担金等のことです。

住民基本台帳人口
（1月 1日現在） 歳出額Ａ

人件費率
 (Ｂ/Ａ)実質収支 人件費Ｂ

28年度 34,757 人 21,296,327 241,395 3,309,100 15.5％

4. 職員の平均給料月額・平均給与月額および平均年齢の状況（平成29年4月1日現在）

市

高知県

国

305,208 円

322,451 円

330,531 円

389,174 円

386,192 円

410,719 円

41.2 歳

43.3 歳

43.6 歳

347,037 円

306,808 円

286,833 円

372,422 円

334,088 円

328,360 円

48.7 歳

56.5 歳

50.6 歳

技　能　労　務　職一　般　行　政　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
区　分

5. 職員の初任給の状況（平成29年4月1日現在）

167,600円

146,100円

178,200円

146,100円

区　分 市 国

一般行政職

  （初級）

大学卒

高校卒

6. 一般行政職の級別職員数の状況（平成29年4月1日現在）　

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 5級 ６級
合　　計

職務の級 主事等　　     主事等      主査等 係長等          補佐等      課長等

２9年度
３７人
(14.5％)

３１人
(12.2％)

３３人
(13.0％)

９７人
(38.0％)

３６人
(14.1％)

２１人
(8.2％)

２５５人
(100％)

( 注 )　１．税務職、福祉職、医療職等を除いた級別職員数の状況です。

　　　２．（　）内はそれぞれの構成割合を示したものです。

3. 職員給与費の状況（普通会計決算）

( 注 )　１．この表は職員の給与費について示したもので、事業費支弁給与費も含みます。

２．職員手当は退職手当を除く扶養手当、住居手当、通勤手当等です。

区　分

28年度

給　　      与　       　費職員数
(Ａ) 給　　料 計 (Ｂ)職員手当 期末勤勉手当

１人当たり
給 与 費
（Ｂ/Ａ）

404 人 1,438,770 272,915 547,863 2,259,548 5,593

（単位 : 千円）
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　市職員の給与等の状況は、地方公務員法および市条例に基づき、「四万十市の人事行政運営等の状況」で公表しています。
　なお、詳しい内容は、四万十市公式ホームページ等でご覧になれます。

【問い合わせ先】（市）総務課　人事係　☎（34）1803（直通）

7. 職員手当の状況（平成29年4月1日現在）
区　分

期末および
勤 勉 手 当

退 職 手 当

市

 （支給率）　　自己都合　　 勧奨・定年
・勤続20年　 20.445月分　25.55625月分
・勤続25年 　29.145月分　34.5825月分
・勤続35年　 41.325月分　49.59月分
・最高限度額  49.59月分　  49.59月分
・その他
　定年前早期退職特例措置
　（2％～20％加算）

国

退職時特別昇給　　無 退職時特別昇給　　無

　　　　　 期末手当　　  勤勉手当
・ 6月期　1.225 月分　　0.8月分
・12月期　1.375　月分　　0.9月分
計　　2.6　　 月分　　1.7月分

　　（5％～15％）
職制上の段階、職務の級等による加算措置

区　分 内　　　容 国の制度との異同

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

扶養親族である配偶者　　　　　　　　　　　　　月額10,000円
配偶者以外の扶養親族　
・子　　　　　　　　　     　　　　　　　　     　月額 8,000円
・父母等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 月額 6,500円
配偶者のない職員の扶養親族の1人目　　　　　    月額10,000円
満16歳の年度始めから満22歳の年度末までの子1人につき（加算）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   月額 5,000円
借家（月額12,000円を超える家賃を支払っている職員）
・家賃23,000円以下　　　家賃－12,000円
・家賃23,000円超55,000円未満(家賃－23,000円)×1/2＋11,000円
・家賃55,000円以上　　　27,000円
① 交通機関使用
・1ヶ月当り運賃等相当額55,000円を限度として支給
② 自動車等の用具使用
・使用距離が 2km～ 5km未満　　　月額 3,300円
・使用距離が5km～35km未満  1km増す毎に700円加算
・使用距離が35km～45km未満 1km増す毎に800円加算
・最高限度額（45km以上）　　　　月額 33,100円

　　　　　 期末手当　　  勤勉手当
・ 6月期　1.225　月分　　0.8月分
・12月期　1.375　月分　　0.9月分
計　 2.6　　 月分　　1.7月分

（役職加算5％～20％）
（管理職加算10％～25％）

職制上の段階、職務の級等による加算措置

　（支給率）　　自己都合　 勧奨・定年
・勤続20年　 20.445月分　25.55625月分
・勤続25年 　29.145月分　34.5825月分
・勤続35年　 41.325月分　49.59月分
・最高限度額  49.59月分　  49.59月分
・その他
　定年前早期退職特例措置
　（2％～45％加算）

　　　
　　同　じ

　　
　

　　同　じ

①　同　じ

②　異なる
　　自動車等の用具使用
　　距離区分について細
　　分化している。

8. 特別職の報酬等の状況（平成29年4月1日現在）
区　　　　分 月　　　　　額 期末手当

市　　　長
副　市　長
教　育　長

議　　　長
副　議　長
委　員　長
議　　　員

３９０，０００円　
３２７，０００円　
３１２，０００円　
３０２，０００円　

６月期　１．４０ 月分
１２月期　１．６０ 月分
　　計　　３．００ 月分

６月期　１．４０ 月分
１２月期　１．６０ 月分
　　計　　３．００ 月分

給　料

報　酬

８２０，０００円　
６８３，０００円　
６１１，０００円　

9. 職員の福祉について

区　　分 受診者数

定期健康診断

ガン検診・人間ドック

インフルエンザ予防接種

２３９人

３４４人

２０９人

会員数 市の負担金額会員掛金額

(1)健康診断および
　 予防接種の実施

(2)高知県市町村職員互助会について

主な事業内容
（医療費等給付金、各種祝金、弔慰金、人間ドック・施設の利用・厚生事業への助成）

586人 12,236千円 12,236千円

　職員の共済制度は、病気・負傷などについて適切な給付を行う相互救済を目的とするもので、高知県市町村職員共済組合が
制度を運用し、保険給付などを行っています。
　その他に宿泊施設等の利用助成事業および職員の慶弔等にかかる給付事業等を行う高知県市町村職員互助会に加入して
います。

10. 職員数の推移（各年度4月1日） （単位：人） （参考）

24年度
5年前との比較

28年度

５９０

29年度
増減数 増減率(%)

５８９５８４ △８ △１．３

27年度

５９７

26年度

５９６

25年度

５９７

17年度との比較17年度
増減数 増減率(%)

６９６ △１０７ △１５.４

（市村合併時）

（注）各年における定員管理調査において報告した職員数
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No.

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

対象学年

小中学校

全学年

小学校

全学年

小中学校

全学年

小中学校

全学年

小学校

全学年

小学校

6年生

小中学校

全学年

小学校

6年生

中学校

全学年

小中学校

全学年

小中学校

全学年

小中学校

全学年

指定学校の変更
　市では、住民基本台帳に基づく住所によって就学する学校を指定していますが、下記の基準に該当すると認

められる場合は、保護者の申請により指定学校の変更をすることができます。

　なお、特定の学校に入学させるために意図的にお子さまの住所を実態と異なる住所にすることは認められ

ませんのでご注意願います。

事　由

学期途中で

転居した場合

　　

留守家庭の

場合　　　

転居予定の

場合　　　

心身の理由

の場合
　　

特認校の場合
※次頁参照

指定学校の変

更を継続する

場合　

兄姉と同じ学

校の場合

部活動がない

場合　　

就学途中で所

属する部活が

休廃部する場

合

教育上の配慮

の場合

地理的事情の

場合

特別な事情の

場合

許可基準

学期途中で転居した場合で、引続き在籍

していた学校に就学する場合（通学可能

な場合に限る）

保護者が共働き等で留守になる家庭で、

放課後の児童安全確保が困難なため、祖

父母宅等の住所に基づく通学区域の小学

校に就学する場合

近い将来（おおむね6カ月以内）転居する

ことが確定しており、あらかじめ転居先

の住所に基づく通学区域の学校に就学す

る場合

児童生徒の障害や病気、虚弱等で通学距

離および通学途中の安全確保ならびに病

気治療等のため、その事情に相応した通

学区域外の学校に通学することが適当で

あると教育委員会が認めた場合

特認校制度実施要領に基づき、川登小学

校または大用小学校に就学する場合

中学校に進学する場合で、小学校で既に

通学区域外の就学が許可されており、引

き続き卒業する小学校のある通学区域の

中学校に就学する場合

兄姉が既に指定学校の変更の許可を受け

ている場合で、弟妹が一緒の学校に就学

する場合

中学校に進学する場合で、指定学校に希

望する部活動がない場合（原則隣接する

通学区域にある中学校の希望する部活動

に入部する場合）

部員不足等により中学校就学途中に所属

する部活動が休廃部になる場合（原則所

属する部活がある隣接地域の中学校へ入

部を希望する場合）

いじめや登校拒否、家庭の事情により住

民票の異動ができない等、指定学校を変

更することが適当と認められる場合

通学区域の境界付近に居住している場合

などで、本来の指定学校と隣接する指定

学校までの通学距離や安全面を考慮して

変更を認める場合

上記以外で、特に教育委員会が保護者の

申し立てに止むを得ない理由があると認

める場合

許可期間

原則転居した学

期末までとし最

長卒業まで

事由が解消する

まで　

住民票異動日ま

で（原則６カ月

以内）

心身の理由が回

復するまでまた

は卒業するまで

卒業まで

原則学年末まで

とし最長卒業ま

で

卒業まで

卒業まで

卒業まで

必要と認められ

る期間

卒業まで

必要と認められ

る期間

添付書類

住民票異動届の写し

勤務証明書、保護承諾

書等で必要性が証明

できる書類

建築確認通知書の写

し、売買契約書の写し、

賃貸借契約書の写しな

ど確認できる書類

就学指導委員会の答

申、医師の診断書等証

明できる書類

特認校就学許可通知

書の写し

指定学校変更許可通

知書の写し

指定学校変更許可通

知書の写し

在籍学校長の意見書

など

在籍学校長の意見書

など

在籍学校長意見書、賃

貸借契約書の写し、民

生委員等による居住

証明書など
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特認校制度について特認校制度について

就学援助制度「新入学準備金」の申請について就学援助制度「新入学準備金」の申請について
　市では、経済的な理由により、お子さんを就学させるのにお困りの保護者に対し、学用品費や学校給
食費などの経費を援助しています。
　これまで新小学・中学1年生の入学時に必要な学用品費の援助については、入学年度に新入学児童生
徒学用品費として支給していましたが、本年度より新入学準備金として、入学前の3月に支給すること
とし、新小学1年生については教育委員会にて、新中学1年生（現小学6年生）については在学小学校にて
申請書を受け付けています。（申請期限1月31日）就学援助制度の認定基準に該当すると思われる方は、
申請をお忘れないようお願いします。申請を受付期間内にしなかった方は、入学年度に就学援助の認定
を受けた場合でも、新入学児童生徒学用品費は支給されませんのでお気をつけください。
※新入学準備金の詳しい内容については、平成29年11月の広報に掲載しています。

【支給額（1人あたり）】　

新小学1年生：40,600円 

新中学1年生：47,400円

【支給月】

平成30年3月

　※支給要件等、就学援助制度については、下記までご連絡ください。

　市では、通学区域に基づいて、児童の就学する学校を定めています。そうしたなか、小規模の学校におい
て、その学校の環境（自然環境、社会環境、文化、特色ある教育活動など）のもとでの教育を希望する児童・保
護者に対し、四万十市教育委員会が指定した小学校に、校区外からの入学や転校を認める特認校制度を設け
ています。
　特認校としては、川登小学校と大用小学校の2小学校を指定しています。特認校制度についてのお問い合
わせや、特認校制度に基づく川登小学校または大用小学校への就学の希望がありましたら、教育委員会にご
連絡ください。

川登小学校 大用小学校

小規模校への就学制度です

【問い合わせ先】(市)教育委員会　学校教育課　学校教育係☎（34）5445　　西土佐教育分室　☎(52)1110

学校表彰を受賞しました学校表彰を受賞しました

中村中学校

「学力向上実践モデル校」「組織力向上のための実践研究事業」等の高知県
教育委員会の研究指定校として、教科の「タテ持ち」や教科部会の充実な
ど、全教職員による指導体制の構築を図り、学力向上および授業改善など
の取り組みを通して、学力面や生徒指導面において果実な成果を上げま
した。特に、全国学力・学習状況調査においては、ここ数年で飛躍的な学力
の伸びがみられるなど、優れた成果を収めています。

具同小学校

高知県教育委員会「探究的な授業づくりのための教育課程研究実践事業」の研究指定校として、「主体的・対
話的で深い学び」の実現を目指し、「習得・活用・探究のつながり」「指導過程」「発問」を大切にした授業改善を
図ることで、児童の授業に対する主体性が高まり、学びの意欲や資質・能力の向上、学力の向上、授業満足度
の向上につなげるなど、意図的・計画的な研究推進と教職員の授業力向上において成果を上げました。

坂本教育賞
高知県教育委員会
　教育研究実践表彰

中村中学校

具同小学校

11月25日　坂本教育賞　授賞式（高知県文教会館）
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　11月26日に西土佐ふれあいホールで「宝くじふるさとワクワク劇場in四万

十市」公演を開催しました。

第1部：お笑いオンステージ

　桃色ワンピースの阿佐ヶ谷姉妹による歌声漫才、ベテラン漫才師のティー

アップ、そして大御所の大木こだまひびきが登場。こだまさんの「チッチキ

チー」等の連発で場内は大爆笑。落語では桂ざこばさんが小話で会場を沸か

せました。

第2部：トークコーナー

　道の駅よって西土佐の林駅長と漫才コンビ（ルート33）とのトークコー

ナーです。

　四万十鮎への熱い想いをほがらかに語る駅長、そしてその横では道の駅ス

タッフ等の3人が駅長の人柄や道の駅に込めた想いを語りました。中村高校

西土佐分校ボランティアサークル（ラポール）も駆けつけ、トークを盛り上げ

てくれました。

第3部：吉本新喜劇と地元出演者の共演

　吉本新喜劇は50年以上の歴史を持つ、いわば笑いの伝統文化とも言える舞

台演芸です。

　今回はオーディションに合格した地元出演者8名が、吉本新喜劇メンバー

と共演しました。

　保育園児と小学生の兄妹は、愛らしいハニカミと仕草で会場を和ませてく

れ、一般女性と分校生は着物姿に刀を持ち名演技を披露しました。

　分校カヌー部男子は、事前の打ち合わせにはなかった無茶ぶりにも関わら

ず、見事なパフォーマンスで拍手喝采のシャワーを浴びました。

　会場はお越しいただいた532人のお客さまでほぼ満席。外は小雨の降る肌

寒い天気でしたが、会場内は笑いと熱気の2時間半にぎわいました。 カーテンコールで全員集合！

がんばった初舞台♪

西土佐名物もPR

分校名物（？）パチパチパンチ

寒波による水道管の凍結・破裂にご注意を！

　寒波の影響で気温が下がると、水道管が凍結して水が出なくなったり、破裂したり

することがあります。万一に備えて、自宅等に設置してあるメータ・止水栓の位置を

把握しておきましょう。

　下記のような凍りやすい箇所については、早めの対策をお願いします。

【問い合わせ先】(本庁)上下水道課 水道係　☎(34)1149　　(総合支所)産業建設課 管理土木係　☎(52)1111

■凍結、破裂が起きた時には

　・凍結した場合は『水道管』にタオルなどを巻き、ぬる

　 ま湯をかける（熱湯は不可）

　・破裂した場合は『止水栓』を閉め、市指定水道業者に

　 連絡し修理する（自宅等敷地内は自己負担です）

※道路や公園などで漏水を発見した場合は

　下記までご連絡ください。

　　

を！

「宝くじふるさとワクワク劇場 in 四万十」 大入りで開催♪

■特に凍りやすい箇所

　・屋外でむき出しになっているところ

　 （給湯器、温水器）　

　・風当たりの強いところ

　・北向きで日当たりの悪いところ　など

■凍結を防ぐためには

　・水道管に市販の保温チューブや布切れを

　 巻きつける　

　・蛇口から糸状に水を出しておく

【第2部】

【第3部】
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の
減
少
に
よ
り
一
般
財
源
が
大
幅
に
減
少
す

る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
の
で
、持
続
可
能
な
財

政
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、各
種
事
業
を
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
か
ら
見
直
す
と
と
も
に
、「
第
２
次
行

政
改
革
大
綱
」に
掲
げ
る
重
点
項
目
を
意
識

し
、歳
入
の
確
保
、歳
出
の
抑
制
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

　　
岩
間
・
三
里
・
勝
間
沈
下
橋
の

　
通
行
規
制

　
既
に
報
道
で
も
ご
承
知
の
よ
う
に
、
11
月
11

日
、市
道
岩
間
茅
生
線
に
架
か
る
、岩
間
大
橋

（
通
称：

岩
間
沈
下
橋
）の
右
岸
側
橋
脚
の
一
つ

が
突
然
沈
下
し
、そ
れ
に
架
か
る
橋
桁
も
Ｖ
字

形
に
沈
下
す
る
と
い
う
事
象
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
の
橋
は
、国
道
４
４
１
号
の
工
事
に
伴

う
迂
回
路
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、工
事

関
係
者
か
ら
の
通
報
に
よ
り
、直
ち
に
現
地
を

確
認
し
通
行
止
め
の
措
置
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
そ
の
後
の
調
査
の
結
果
、橋
脚
の
鋼
管
杭
が

水
中
で
鉛
直
方
向
に
潰
れ
る「
座
屈
」を
起
こ

し
、沈
下
し
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。ま
た
、

９
基
あ
る
橋
脚
の
う
ち
今
回
の
橋
脚
を
除
く

５
基
に
お
い
て
も
、水
中
部
の
鋼
管
杭
に
相
当

の
損
傷
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
岩
間
大
橋
の
事
態
を
う
け
、四
万
十
川

に
架
か
る
他
の
沈
下
橋
８
橋
の
点
検
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、新
た
に
２
橋
に
異
常
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
一
つ
は
、市
道
具
同
三
里
線
に
架
か
る
、三

里
橋（
通
称：

三
里
沈
下
橋
）で
、橋
脚
に
損
傷

と
座
屈
が
発
生
し
て
お
り
、通
行
の
安
全
が
確

32
年
度
の
財
政
健
全
化
目
標（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
）の
達
成
の
双
方
の
実
現

を
目
指
し
て
取
り
組
む
と
同
時
に
、債
務
残
高

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
安
定
的
な
引
き
下
げ
を
目
指

す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
は
、平
成
28
年
度
ま
で
は

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
や
、合
併
支
援
措
置

の
影
響
に
よ
り
黒
字
基
調
で
推
移
し
て
き
ま

し
た
が
、人
口
の
減
少
や
合
併
算
定
替
の
縮

減
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
景
気
対
策
と
し

て
普
通
交
付
税
に
上
乗
せ
措
置
さ
れ
て
き
た

歳
出
特
別
枠
の
縮
減
な
ど
に
よ
る
普
通
交
付

税
の
減
少
が
著
し
く
、臨
時
財
政
対
策
債
も
含

め
た
実
質
的
な
額
と
し
て
は
、平
成
27
年
度
か

ら
本
年
度
に
か
け
て
累
計
で
約
７
億
３
，０
０

０
万
円
が
減
少
し
て
い
ま
す
。市
税
調
定
額
に

つ
い
て
は
、人
口
の
減
少
な
ど
の
要
因
に
よ
り

減
少
傾
向
に
あ
り
、来
年
度
に
は
固
定
資
産
税

の
評
価
替
え
に
よ
る
減
収
も
見
込
ま
れ
、税
収

の
増
加
は
期
待
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
歳
出
に
お
い
て
も
、少
子
高
齢
化
の
影
響
に

よ
る
社
会
保
障
関
係
経
費
の
負
担
は
大
き
く
、

ま
た
、公
債
費
も
将
来
的
に
増
加
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、財
政
見
通
し
は
極
め
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
危
機
的
な
状
況
の
中
、財
政
の

健
全
化
を
図
り
つ
つ
も
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
確
保
し
、各
種
計
画
に
掲
げ
る
事
業
を
着
実

に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、あ
ら
ゆ
る
事
業

を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
見
直
し
、真
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
見
極
め
る
と
と
も
に
、事
業
の
厳

選
と
重
点
化
を
図
り
、限
ら
れ
た
財
源
を
効
果

的
・
効
率
的
に
活
用
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
30
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、総

　　　
来
年
度
の
予
算
編
成
の
考
え
方
な
ら
び
に
９

月
定
例
会
以
降
に
お
け
る
主
要
課
題
等
へ
の
取

組
み
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
予
算
編
成
方
針

　
わ
が
国
の
経
済
情
勢
は
、内
閣
府
が
公
表
し

た
９
月
の
月
例
経
済
報
告
で
は
、景
気
の
現
状

に
つ
い
て
、緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い

る
と
の
基
調
判
断
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

景
気
の
先
行
き
に
つ
い
て
は
、「
雇
用
・
所
得
の

改
善
が
続
く
な
か
で
、各
種
政
策
の
効
果
も

あ
っ
て
、緩
や
か
に
回
復
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。」と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
６
月
９
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１

７
」で
は
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
過
去
最
高
の
水
準
に
達

し
、国
民
に
密
接
な
関
係
を
も
つ
雇
用
は
大
き

く
改
善
し
て
お
り
、こ
の
よ
う
な
経
済
の
好
循

環
を
一
時
的
な
も
の
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な

く
、「
新
・
三
本
の
矢
」を
引
き
続
き
一
体
的
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、一
億
総
活
躍
社
会
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
、国
民
に
広
く
享
受
さ

れ
る
成
長
と
分
配
の
好
循
環
を
創
り
上
げ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、経
済
・
財
政
一
体
改
革
の
確
実
な
推

進
と
し
て
、６
０
０
兆
円
経
済
の
実
現
と
平
成

合
計
画
に
掲
げ
る
市
の
将
来
像
で
あ
る「
人
が

輝
き
、夢
が
生
ま
れ
る
　
悠
久
と
躍
動
の
ま
ち

四
万
十
市
」を
実
現
す
る
た
め
、次
の
５
点
の

基
本
方
針
に
沿
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
１
点
目
は「
総
合
計
画
に
沿
っ
た
施
策
の
推

進
」で
す
。

　「
四
万
十
市
総
合
計
画
」に
掲
げ
る
市
の
将

来
像
の
実
現
に
向
け
て
、現
在
の
進
捗
状
況
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、基
本
目
標
を
意
識
し
て

予
算
編
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
２
点
目
は「
総
合
戦
略
の
着
実
な
推
進
」で

す
。
　
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た「
四
万
十
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
掲
げ
る

施
策
・
事
業
に
つ
い
て
、Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要
業
績
評

価
指
標
）達
成
に
向
け
、計
画
的
・
効
率
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
３
点
目
は「
施
策
の
厳
選
と
重
点
化
」で
す
。

　
事
業
の
優
先
順
位
を
厳
格
に
定
め
、緊
急

性
・
重
要
性
の
高
い
施
策
に
優
先
的
に
財
源
を

配
分
し
、限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
・
効
率
的

に
活
用
し
ま
す
。

　
ま
た
、新
規
事
業
に
つ
い
て
は
費
用
対
効
果

を
十
分
に
検
討
し
た
う
え
、見
直
し
時
期
や
終

了
時
期
を
明
確
に
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
４
点
目
は「
公
共
施
設
の
適
正
な
管
理
」で

す
。
　
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た「
四
万
十
市
公
共

施
設
等
適
正
管
理
計
画
」の
基
本
方
針
に
基
づ

き
、現
施
設
の
改
修
費
用
、維
持
管
理
コ
ス
ト
、

利
用
状
況
等
を
考
慮
し
、施
設
の
統
合
・
廃
止

を
含
め
た
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
５
点
目
は「
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確

立
」で
す
。

　
前
年
度
に
引
き
続
き
、市
税
や
普
通
交
付
税

平
成
29
年
12
月
市
議
会
定
例
会

ー
抜
粋
ー

市

長

説

明

要

旨
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水
し
や
す
く
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、ハ
ー
ド
対
策
の
柱
と
な
る「
楠
島
川

放
水
路
」の
整
備
に
向
け
、８
月
よ
り
国
土
交

通
省
に
お
い
て
放
水
路
に
接
続
す
る
排
水
樋

門
の
必
要
規
模
や
位
置
を
決
定
す
る
予
備
設

計
に
着
手
し
た
ほ
か
、並
行
し
て
地
質
調
査
が

実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、国
土
交
通
省
の
設

計
進
捗
に
合
わ
せ
て
、国
の
排
水
樋
門
整
備
と

一
体
と
な
っ
た
内
水
対
策
と
し
て
排
水
ポ
ン

プ
の
規
模
・
形
式
等
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、

引
き
続
き
早
期
の
効
果
発
現
に
向
け
、予
備
設

計
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、引
き
続
き
国
土
交
通
省
・
高
知
県

と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
着
実
に
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
土
佐
の
小
京
都
中
村
５
５
０

　
年
祭

　
前
関
白
一
條
教
房
公
が
、応
仁
の
乱
を
機
に

下
向
し
て
以
来
、５
５
０
年
を
迎
え
た
こ
と
か

ら
、平
成
30
年
３
月
よ
り
１
年
を
通
し
て「
土

佐
の
小
京
都
中
村
５
５
０
年
祭
」を
開
催
し
ま

す
。
　
日
本
全
国
で
小
京
都
を
謳
う
ま
ち
は
約
50

市
町
あ
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、本
市
の
場
合

は
、
実
際
に「
公
家
が
つ
く
っ
た
ま
ち
」と
し

て
、現
在
で
も
碁
盤
の
目
の
街
並
み
や
鴨
川
、

東
山
な
ど
京
都
に
見
立
て
た
地
名
や
ゆ
か
り

の
神
社
な
ど
も
随
所
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た「
大
文
字
の
送
り
火
」や
土
佐
一
條
公

家
行
列「
藤
祭
り
」、「
一
條
大
祭
」な
ど
の
京
文

化
の
名
残
り
も
多
く
、正
真
正
銘
の
小
京
都
で

　
国
道
４
４
１
号
の
整
備

　
口
屋
内
バ
イ
パ
ス
の
西
土
佐
側
で
あ
る
、西

土
佐
中
半
地
区
の
ト
ン
ネ
ル
明
か
り
部
で
は
、

高
知
県
に
よ
る
用
地
買
収
が
完
了
し
、工
事
に

つ
き
ま
し
て
も
、一
部
区
間
約
１
０
０
ｍ
に
お

い
て
着
手
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、中
村
側
に
お
い
て
も
、久
保
川
お
よ

び
西
土
佐
口
屋
内
地
区
の
ト
ン
ネ
ル
明
か
り

部
の
設
計
と
地
質
調
査
が
進
ん
で
お
り
、加
え

て
ト
ン
ネ
ル
詳
細
設
計
や
関
連
す
る
各
種
調

査
に
つ
い
て
も
、12
月
中
に
発
注
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
度
々
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た

よ
う
に
、国
道
４
４
１
号
は
四
万
十
市
の
南
北

連
携
と
観
光
振
興
の
基
軸
と
な
る
重
要
な
道

路
で
あ
り
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て
も
、一
日
も

早
い
バ
イ
パ
ス
開
通
に
向
け
て
、今
ま
で
以
上

に
県
と
連
携
し
、早
期
整
備
に
向
け
て
の
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

保
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

こ
と
か
ら
、11
月
28
日
に
全
面
通
行
止
め
の
措

置
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
、市
道
鵜
ノ
江
久
保
川
線
に
架

か
る
勝
間
橋（
通
称：

勝
間
沈
下
橋
）で
、こ
ち

ら
も
橋
脚
に
損
傷
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、現

在
、重
量
制
限
に
よ
る
通
行
規
制
を
行
う
方
向

で
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
岩
間
大
橋
は
、橋
と
そ
の
周
囲
の
集
落
等
を

含
め
た
た
た
ず
ま
い
が
、四
万
十
川
中
流
域
を

代
表
す
る
景
観
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、毎
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る

「
四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」の
コ
ー
ス

で
も
あ
り
、ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ま
か
ら
は
好
評

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、三
里
橋
に
つ
い
て
は
、中
村
地
域
で

四
万
十
川
に
最
初
に
架
け
ら
れ
た
沈
下
橋
で

あ
り
、勝
間
橋
も
含
め
、地
域
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
橋
で
あ
る
と
と
も
に
、近
年
の
自
転
車

ブ
ー
ム
に
よ
り
多
く
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
訪

れ
る
、四
万
十
川
観
光
の
重
要
な
役
割
を
担
う

橋
で
も
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、橋
脚
に
異
常
が
発
生
し
た
原
因
を
調

査
す
る
と
と
も
に
、補
修
方
法
の
検
討
を
進

め
、一
日
も
早
く
安
全
に
通
行
で
き
る
橋
に
戻

せ
る
よ
う
、修
復
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
横
瀬
川
ダ
ム
の
整
備

　
12
月
３
日
に
中
筋
川
沿
川
地
域
の
洪
水
被

害
の
軽
減
な
ら
び
に
本
市
の
水
道
用
水
の
確

保
等
を
目
的
と
し
て
建
設
さ
れ
て
い
る
、横
瀬

川
ダ
ム
の
定
礎
式
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
式
で
は
、岩
城
高
知
県
副
知
事
や
地
元
選
出

の
国
会
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
ご

出
席
の
な
か
、ダ
ム
の
永
久
堅
固
と
安
泰
を
祈

願
す
る
礎
石
が
ダ
ム
本
体
基
礎
部
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
内
に
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、式
典
終
了
後
に
は
、多
く
の
地
域
住

民
の
参
加
の
中
、宿
毛
市
総
合
運
動
公
園
に
お

い
て
餅
投
げ
等
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
に
ぎ
や

か
に
開
催
さ
れ
、ダ
ム
の
定
礎
を
祝
い
ま
し

た
。
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
の
本
格
化
に
伴
い
、引

き
続
き
残
る
平
成
30
・
31
年
度
に
必
要
な
予
算

の
確
保
を
関
係
機
関
に
強
く
要
望
し
て
い
く

と
と
も
に
、工
事
の
無
事
を
祈
り
、平
成
31
年

度
の
完
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
内
水
対
策

　
内
水
対
策
計
画
で
は
、７
つ
の
ハ
ー
ド
対
策

の
実
施
に
よ
り
、本
年
度
か
ら
お
お
む
ね
５
ヵ

年
で
の
効
果
発
現
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
こ
の
ハ
ー
ド
対
策
の
一
つ
で
あ
る
中
筋
川

の
樹
木
伐
採
に
つ
い
て
は
、本
年
５
月
よ
り
国

土
交
通
省
に
お
い
て
進
め
ら
れ
、９
月
に
完
了

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、こ
の
樹
木
伐
採
に
よ

り
、中
筋
川
の
洪
水
位
を
低
下
さ
せ
内
水
を
排
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げ
、望
ま
し
い
教
育
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
て

論
議
を
重
ね
、６
月
13
日
に
答
申
を
受
け
て
お

り
ま
す
。

　
現
在
、こ
の
答
申
に
沿
い
、新
た
な
再
編
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、先
ご
ろ
教
育
委
員
会
で
の
再
編
計
画（
案
）

が
ま
と
ま
り
、11
月
22
日
か
ら
小
学
校
区
単
位

で
の
地
区
説
明
会
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
29
年
度
内
に
は
西
土
佐
地
域
を
除
く
全

て
の
小
学
校
区
に
お
い
て
説
明
会
を
開
催
し
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
計
画
案
の
説
明

を
す
る
と
と
も
に
、ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、地
区
説
明
会
や
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
を
通
じ
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
も

参
考
に
し
な
が
ら
、平
成
30
年
度
秋
ご
ろ
に
は

再
編
計
画
を
取
り
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

　
れ
ん
け
い
こ
う
ち
広
域
都

　
市
圏

　
人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
、高

知
市
を
中
心
と
し
て
県
内
全
市
町
村
を
圏
域

と
し
、連
携
し
て
各
種
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、圏
域
全
体
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
人
口
減
少
の
抑
制
に
つ
な
げ
る
た
め
、「
れ

ん
け
い
こ
う
ち
広
域
都
市
圏
」の
形
成
に
向
け

た
協
議
・
検
討
を
平
成
28
年
度
よ
り
進
め
て
き

て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
よ
り
取
り
組
む
連
携
事
業
と

し
ま
し
て
は
、県
内
の
人
口
と
観
光
客
が
集
中

す
る
高
知
市
の
日
曜
市
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
活

用
し
、観
光
Ｐ
Ｒ
や
地
場
産
品
等
の
販
売
活
動

等
を
行
う
こ
と
で
、圏
域
全
体
の
経
済
活
性
化

　
国
民
健
康
保
険
の
都
道
府

　
県
化

　
先
の
９
月
定
例
市
議
会
の
説
明
要
旨
の
中

で
、平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
改
革
実
施

ま
で
の
大
ま
か
な
流
れ
を
時
期
と
と
も
に
ご

報
告
し
ま
し
た
が
、そ
の
後
11
月
７
日
に
第
５

回
目
と
な
り
ま
す
県
と
市
町
村
に
よ
る
国
民

健
康
保
険
事
業
運
営
検
討
協
議
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
は
、事
業
費
納
付
金
の
仮
算
定
の
た

め
の
仮
係
数
が
厚
生
労
働
省
か
ら
示
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、そ
れ
を
用
い
た
結
果
が
示
さ
れ

ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
事
業
費
納
付
金

算
定
の
手
法
を
平
成
28
年
度
決
算
ベ
ー
ス
に

当
て
は
め
た
一
人
当
た
り
の
金
額
と
平
成
30

年
度
仮
算
定
を
比
較
す
る
と
、約
７
％
程
度
の

減
少
が
生
じ
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
納
付
金
額
が
確
定
さ
れ
る
の
は
平
成
29
年

末
に
国
か
ら
示
さ
れ
ま
す
確
定
係
数
を
用
い

あ
り
ま
す
。
５
５
０
年
た
っ
た
現
在
で
も「
一

條
さ
ん（
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
）」は
、た
い
へ
ん

多
く
の
市
民
か
ら
親
し
ま
れ
、郷
土
の
歴
史
上

の
人
物
と
し
て
最
も
名
高
い
存
在
で
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
一
方
で
、「
小
京

都
中
村
」な
ど
、地
域
の
歴
史
や
文
化
へ
の
関

心
、意
識
が
薄
れ
て
き
て
い
る
、あ
る
い
は
知

ら
な
い
世
代
が
増
え
て
い
る
と
い
っ
た
現
状

も
あ
り
、市
と
し
ま
し
て
も
危
機
感
を
感
じ
て

お
り
ま
す
が
、こ
う
し
た
催
事
を
機
に
市
民
の

気
運
醸
成
を
図
る
チ
ャ
ン
ス
と
も
捉
え
て
お

り
ま
す
。

　
50
年
前
に
は
、「
中
村
開
府
５
０
０
年
祭
」も

盛
大
に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、今
回
の
５

５
０
年
を
契
機
と
し
ま
し
て
、「
公
家
行
列
」な

ど
歴
史
と
ゆ
か
り
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
規
模
拡

大
は
も
と
よ
り
、小
中
学
生
に
よ
る
地
域
の
史

跡
や
文
化
の
研
究
発
表
、５
５
０
人
参
加
の
提

灯
行
列
な
ど
多
彩
な
取
り
組
み
を
展
開
す
る

こ
と
で
、薄
れ
つ
つ
あ
る
小
京
都
へ
の
関
心
や

故
郷
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
深
め
る
契
機
と
し
、

「
公
家
が
つ
く
っ
た
ま
ち
」と
い
う
他
に
は
な

い
四
万
十
市
の
個
性
を
地
域
内
外
に
発
信
す

る
こ
と
に
よ
り
、活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

と
交
流
人
口
の
拡
大
等
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

た
算
定
結
果
と
な
り
ま
す
が
、本
市
に
お
き
ま

し
て
は
こ
の
仮
算
定
結
果
を
受
け
て
、平
成
30

年
度
以
降
の
保
険
税
率
の
見
直
し
を
行
う
た

め
、今
後
の
医
療
費
の
伸
び
や
被
保
険
者
数
の

減
の
ほ
か
、平
成
30
年
度
か
ら
適
用
と
な
る
税

制
改
正
内
容
の
動
向
を
含
め
て
、詳
細
な
検
討

を
現
在
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
の
国
保
税
率
改
正
に
つ
い
て
は
、３
年

ご
と
に
見
直
し
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、法
改
正
に
伴
い
ま
す
賦
課
限
度
額
や
低
所

得
者
等
軽
減
措
置
な
ど
を
除
き
、実
質
の
賦
課

税
率
の
見
直
し
は
平
成
23
年
度
以
降
７
年
間

据
え
置
い
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、今
回
の
都
道
府
県
化
に
併
せ
て
国
保

税
の
賦
課
方
式
で
資
産
割
を
除
く
検
討
を

行
っ
て
い
る
市
町
村
も
多
く
、県
内
で
も
半
数

ほ
ど
の
市
が
検
討
を
行
う
と
の
こ
と
で
あ
り
、

本
市
に
お
い
て
も
多
種
多
様
な
幅
広
い
試
算

を
も
と
に
、国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、最
も
適
当
な
国
保
税

の
賦
課
手
法
や
税
率
を
模
索
し
進
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
学
校
再
編
の
取
り
組
み

　
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、本
市
に

お
い
て
も
児
童
生
徒
数
は
減
少
を
続
け
て
お

り
、集
団
で
の
教
育
活
動
の
場
が
限
定
さ
れ
た

り
、教
職
員
の
配
置
減
に
よ
り
学
校
運
営
に
支

障
を
き
た
す
な
ど
学
校
の
小
規
模
化
に
よ
る

課
題
が
既
に
顕
在
化
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
た

め
、実
情
に
即
し
た
新
た
な
再
編
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
と
し
、平
成
28
年
７
月
に「
四
万
十

市
立
小
中
学
校
再
編
検
討
委
員
会
」を
立
ち
上

15

平
成
30
年
1
月
号



う
、平
成
30
年
度
か
ら
組
織
の
一
部
を
改
編
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
主
な
内
容
と
し
ま
し
て
は
、現
在
、複
数
の

課
で
所
掌
し
て
い
る
子
ど
も
に
関
す
る
業
務

を
集
約
、再
編
し
、結
婚
か
ら
妊
娠
、出
産
、子

育
て
に
至
る
ま
で
切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援

体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、「
子
育
て
支
援
課
」

を
新
設
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。市
民
に
わ

か
り
や
す
く
、利
用
し
や
す
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
目
指
し
、子
ど
も
に
関
連
す
る
業
務
・
情
報
・

窓
口
の
集
約
に
よ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
を

図
る
と
と
も
に
、子
育
て
支
援
策
な
ら
び
に
少

子
化
対
策
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、健
康
づ
く
り
の
推
進
や
複
雑
多
様
化

す
る
高
齢
化
社
会
に
的
確
に
対
応
で
き
る
体

制
の
強
化
を
図
る
た
め
、保
健
介
護
課
の
業
務

に
つ
い
て
、保
健
衛
生
部
門
と
高
齢
者
福
祉
部

門
に
再
編
す
る
こ
と
や
、人
権
施
策
の
充
実
を

図
る
た
め
、人
権
啓
発
課
の
業
務
に
つ
い
て
再

編
し
、業
務
内
容
に
応
じ
柔
軟
に
対
応
で
き
る

組
織
に
見
直
す
こ
と
な
ど
、今
定
例
会
に
組
織

機
構
の
見
直
し
の
議
案
を
提
案
し
て
お
り
ま

す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

を
目
指
す「
日
曜
市
出
店
事
業
」や
、
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
観
光
客
動
態
調
査
を
基

に
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
等
に
応
じ
た
効
果
的
な
商
品

開
発
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、観
光
客
お

よ
び
観
光
消
費
額
の
増
加
を
目
指
す「
広
域
観

光
推
進
事
業
」、ま
た
、大
都
市
圏
な
ど
の
潜
在

的
な
移
住
希
望
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、高

知
市
へ
の
お
試
し
的
な
移
住
後
に
、二
段
階
目

と
し
て
圏
域
全
体
へ
の
移
住
を
促
進
し
、定
住

の
増
加
を
目
指
す「
二
段
階
移
住
推
進
事
業
」

な
ど
20
の
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
お
い
て
は
、高
知
市
を
中

心
に
事
業
担
当
課
に
お
い
て
協
議
を
進
め
て

き
て
い
ま
す
が
、引
き
続
き
お
互
い
の
自
治
体

に
お
い
て
よ
り
効
果
の
あ
る
事
業
に
な
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
機
構
改
革

　
市
町
村
合
併
の
特
例
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
る
交
付
税
額
が
平
成
28
年
度
か
ら
段
階
的

に
縮
小
し
て
い
る
中
に
あ
っ
て
も
、喫
緊
の
課

題
に
着
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、時
機
を
逃

さ
ず
四
万
十
市
の
将
来
と
次
世
代
の
育
成
に

向
け
た
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
前
に
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、限
ら
れ
た
財
源
と
人
員
を
効
果
的

に
活
用
す
る
と
と
も
に
、総
合
計
画
、産
業
振

興
計
画
、総
合
戦
略
に
位
置
付
け
た
施
策
等
の

着
実
な
推
進
や
新
た
な
行
政
課
題
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

た
め
、執
行
体
制
の
一
層
の
強
化
や
、よ
り
効

率
的
・
効
果
的
な
組
織
体
制
の
確
立
を
図
る
よ

11
月
17
日
　
四
万
十
市
戦
没
者
な
ら
び
に
満
州
分
村
殉
難
者
合
同
追
悼
式

　
　
　
　
　
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る
意
見
交
換
会（
高
知
市
）

　
　
20
日
　
治
水
事
業
促
進
全
国
大
会
ほ
か（
東
京
都
、〜
21
日
）

　
　
22
日
　
高
知
県
知
事
・
市
長
意
見
交
換
会（
高
知
市
）

　
　
23
日
　
一
條
大
祭
例
大
祭

　
　
　
　
　
J
A
高
知
は
た
中
村
ま
つ
り

　
　
24
日
　
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
連
絡
協
議
会 

総
会
ほ
か

　
　
25
日
　
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
in
四
万
十

　
　
　
　
　
横
瀬
川
ダ
ム
定
礎
式
に
か
か
る
現
地
視
察（
宿
毛
市
）

　
　
27
日
　
幡
多
法
人
会 

税
制
改
正
要
望
書 

受

　
　
　
　
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
・
宿
毛
線
運
営
協
議
会 

臨
時
総
会

　
　
　
　
　
N
P
O
法
人 

四
万
十
市
へ
の
移
住
を
支
援
す
る
会 

意
見
交
換
会

　
　
28
日
　
東
山
地
区
区
長
会（
古
津
賀
・
古
津
賀
2
丁
目
）要
望 

受

　
　
29
日
　
ま
ち
づ
く
り
・
住
ま
い
づ
く
り
に
関
す
る
市
町
村
長
と
の
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　（
高
松
市
）

　
　
30
日
　
県
道
薮
ケ
市
松
野
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会 

高
知
県
土
木
部
要
望
活

　
　
　
　
　
動（
高
知
市
）

12
月
２
日
　
四
万
十
市
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

啓
発
パ
レ
ー
ド

　
　
３
日
　
横
瀬
川
ダ
ム
定
礎
式（
宿
毛
市
）

　
　
４
日
　
12
月
市
議
会
定
例
会（
〜
21
日
）

　
　
５
日
　
四
万
十
市
交
通
安
全
対
策
会
議
　

　
　
６
日
　
第
6
回
高
知
県
新
食
肉
セ
ン
タ
ー
整
備
検
討
会（
高
知
市
）

　
　

11
月
15
日
〜
12
月
14
日

市
長
日
誌

16

平
成
30
年
1
月
号



し
ま
ん
と

情
報
掲
示
板

募
　
集

市
有
財
産
の
売
却
に
つ
い
て

▼
入
札
日
時

　
2
月
8
日（
木
）10
時
か
ら

▼
入
札
場
所

　
四
万
十
市
役
所
本
庁
舎
3
階
　
3
0
5
会

　
議
室

▼
申
請
書
等
の
交
付
期
間

　
12
月
20
日（
水
）〜
１
月
18
日（
木
）（
年
末

　
年
始
・
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

　
※
申
請
書
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ

　
　
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
も
し
く
は
市
財
政
課

　
　
管
財
契
約
係
で
配
布

▼
申
請
書
等
の
受
付
期
間

　
１
月
４
日（
木
）〜
18
日（
木
）（
土
・
日
・
祝

　
日
を
除
く
。）

▼
申
請
書
等
の
提
出
方
法

　
郵
送
も
可
と
す
る
が
、期
間
内
に
必
着
の

　
こ
と
。

▼
参
加
資
格
の
有
無

　
申
請
書
等
の
審
査
後
、１
月
25
日（
木
）ま

　
で
に
通
知
し
ま
す
。

▼
現
地
見
学
会

　
１
月
11
日（
木
）　
10
時

　
※
現
地
集
合
・
現
地
解
散

▼
入
札
に
付
す
る
事
項（
入
札
物
件
）

　
・
土
地【
物
件
番
号
0
0
0
1
】

　
　
１
　
所
在
　
四
万
十
市
大
用
字
熊
野

　
　
　
　
地
番
　
4
2
7
番
1

　
　
　
　
地
目
　
宅
地

　
　
　
　
地
積
　
1
3
9
・
7
8
㎡ 

　
　
２
　
所
在
　
四
万
十
市
大
用
字
熊
野

　
　
　
　
地
番
　
4
2
7
番
4

　
　
　
　
地
目
　
宅
地

　
　
　
　
地
積
　
1
・
8
7
㎡

　
※
都
市
計
画
区
域
外「
建
ぺ
い
率
指
定
な

　
　
し
」「
容
積
率
指
定
な
し
」

　
※
土
地
・
工
作
物
等
を
一
括
し
て
売
却
し

　
　
ま
す
。現
状
で
の
引
き
渡
し
で
す
。

　
・
最
低
売
却
価
格

　
　
1
，0
3
5
，4
6
1
円

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）財
政
課
　
管
財
契
約
係

　
☎（
3
4
）6
1
2
0

市営住宅入居者募集
（※申し込みはどちらか一方の住宅しかできません）

住宅名

募集戸数

所在地

構造

間取り

建築年度

家賃

入居資格

募集案内配布

及び申し込み先

その他

受付期間

入居予定

問い合わせ先

古津賀第2団地共同住宅

1戸（B-2号室：2階）

四万十市古津賀3760番地

RC4階建

6洋・4.5洋・3和・台所・風呂・物置

昭和49年

8,600円から

※入居世帯の所得額により異なります。 

○住宅に困窮していること。 

〇現に同居している親族または同居しようとしている親族があること。

　単身の場合は、60歳以上のもの等 

○所得に制限があります。 

※詳細についてはお問い合わせください。 

（本庁）財政課　※募集案内は12月20日(水)から配布しています。
 

※申込者が複数の場合は抽選となります。 

1月4日（木）～18日（木）（土・日・祝日を除く。）

2月下旬 

（本庁）財政課　管財契約係　☎（34）6120 

有岡共同住宅

1戸（A-3号室：1階）

四万十市有岡1675番地

RC2階建

6洋・6和・4.5和・台所・風呂・物置

平成2年

15,100円から
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四
万
十
市
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
受
付

　
平
成
30
年
度
に
四
万
十
市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
・
物
品
買
入
れ
な
ど
の
競
争
入
札
へ

の
参
加
希
望
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、今
回
の
申
請
受
付
は
市
内
業
者（
市

内
に
本
店
を
有
す
る
者
）の
み
で
す
。

▼
受
付
期
間

　
１
月
４
日（
木
）〜
31
日（
水
）

　
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

▼
申
請
方
法
　
持
参
と
し
ま
す
。

▼
申
請
書
類

　（
用
紙
の
サ
イ
ズ
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
と
し
ま

　
す
。）

　
〇
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

　
〇
経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
・
総
合

　
　
評
定
通
知
書（
直
近
の
も
の
の
写
し
）

　
　
※
建
設
工
事
の
み
。

　
〇
納
税
証
明
書

　
〇
暴
力
団
排
除
に
関
す
る
誓
約
書
お
よ
び

　
　
照
会
承
諾
書

　
〇
そ
の
他

　
※
詳
し
く
は
四
万
十
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
　
ご
覧
い
た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く

　
　
だ
さ
い
。

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）財
政
課
　
管
財
契
約
係

　
☎（
３
４
）６
１
２
０

　市では臨時職員の登録者を随時募集しています。
　（※平成30年4月1日以降採用分も併せて募集しています。）
●募集職種について
　随時募集している職種は「事務職」、「保育士」、「調理員」、「介護支援専門員等」、「看護師」等です。
●募集条件について
　募集者は下記の条件を満たす方です。なお、職種によっては資格や免許が必要です。
　・満18歳以上（学生不可）　・通勤可能な方　
　・「事務職」、「介護支援専門員等」はパソコン（ワード・エクセルなど）の基本操作ができる方
●申込方法（登録方法）について
　「四万十市臨時的任用職員登録申込書」に必要事項を記載し、顔写真を貼付のうえ、総務課人事係または総合
　支所地域企画課地域振興係まで提出（郵送可）してください。
　※職種によっては、有資格者である証明書の写しも提出してください。
　また、「四万十市臨時的任用職員登録申込書」は市ホームページからもダウンロードできますのでご利用く
　ださい。なお、次の要件を満たせば市販の履歴書を使用しても構いません。
　・顔写真の貼付　・希望職種の記入　・有している資格の記入
●採用について
　必要に応じて登録されている方の中から選考により採用します。
●注意事項
　登録の有効期間は申請日より2年間です。
　なお、登録は採用を確約するものではありませんのでご了承ください。
●賃金、職務内容について（平成30年1月現在）

その他詳細については、お気軽にお問い合わせください。
※詳細については市ホームページにも掲載しています。
【問い合わせ先】（市）総務課　人事係　☎（34）1803

臨時職員の登録者を募集しています

職種

事務補助

保育士

調理員

介護支援専門員等

看護師

賃金（日額） 職務内容

各所属における事務補助

保育所における保育業務

保育所における調理業務

介護予防サービス・支援計画の

作成業務

市民病院または西土佐診療所に

おける看護業務

担当部署

7,000円

7,400円

7,000円

8,500円～10,500円

（資格の有無・経験年数による）

9,200円～11,100円

（経験年数による）

（市）総務課人事係

☎（34）1803

（市）福祉事務所保育所係

☎（34）1780

（市）保健介護課

地域包括支援センター

☎（34）0170

（市）市民病院事務局

☎（34）1119

（市）西土佐診療所事務局

☎（31）6477
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広
告
入
り
公
用
封
筒
の

無
償
提
供
者
の
募
集
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
、公
文
書
発
送
等
に
使
用
す
る

封
筒（
公
用
封
筒
）に
つ
い
て
、無
償
提
供
し

て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
の
内
容

　
広
告
入
り
公
用
封
筒

　
角
形
２
号（
本
庁
用
）１
万
６
千
枚
、（
支
所

　
用
）４
千
枚

　
長
形
３
号（
本
庁
用
）４
万
５
千
枚
、（
支
所

　
用
）５
千
枚

▼
募
集
期
間
　
１
月
4
日（
木
）〜
26
日（
金
）

▼
応
募
方
法

　
四
万
十
市
広
告
入
り
公
用
封
筒
無
償
提
供

　
者
募
集
要
項
、四
万
十
市
広
告
掲
載
物
品

　
の
無
償
提
供
に
関
す
る
要
領
お
よ
び
四
万

　
十
市
広
告
掲
載
要
領
を
参
照
の
う
え
、必

　
要
書
類
を
左
記
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送（
必

　
着
）に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
必
要
書
類
お
よ
び
要
項
等
は
、四
万
十

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
四
万
十
市
か
ら
の

　
お
知
ら
せ
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

　
ほ
か
、四
万
十
市
役
所
本
庁
舎
１
階
総
合

　
案
内
お
よ
び
西
土
佐
総
合
支
所
で
入
手
す

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　（
市
）総
務
課
　
行
政
管
理
係

　
☎（
3
4
）1
8
0
4

地域おこし協力隊員 募集!

▼募集人員　1名（地域振興）

▼雇用期間　平成30年4月1日～平成31年3月31日（それ以降は、年度ごとの再任とし、最長3年）

▼応募資格 
　・住民票が応募時に都市地域等（条件不利地域外の地域）にあり、任命後、本市の中山間地域に住民票を
　 異動させ、そこで生活できる人
　・地域の特性や風習を尊重し、地域住民と積極的にコミュニケーションを図れる人
　・平成30年4月1日現在、年齢がおおむね20歳～45歳までの人
　・任期終了後も本市の中山間地域に定住する意思のある人

▼活動内容
　四万十市西土佐大宮地域の集落維持の取り組みを
　行っている団体等への協力活動他

▼応募方法
　・郵送、または市ホームページ、市地域おこし協力
　 隊ホームページのメールフォームにて受け付け
　 ます。

▼応募締切　2月5日（月）必着

【問い合わせ・申込先】　
　西土佐総合支所　地域企画課
　☎0880（52）1111
　※詳しい内容等については、市地域おこし協力隊
　　ホームページ（40010city.com）または市ホーム
　　ページでご確認ください。

首都圏にお住まいのIターン、Uターン希望者にお知らせください！

　四万十市では、定住を目的とした移住者のために貸し出す、田舎暮らしが楽しめる空き家を募集して
います。四万十市は、県内でも人気の移住地ですが、空き家が不足しています。建物に荷物が残っている、
掃除をしていない、貸せない部屋がある、市街地から遠い、倉庫は貸さないなど条件があっても可能で
す。市街地より、山間地や海辺が人気です。また、貸す相手を「家族」「女性」「畑をする方」など、指定する
こともできます。
　また、契約は3年の定期契約で、3年経過後に明け渡してもらうことも可能です。契約後、移住者の方に
は区に加入し、地区の一員として祭り・草刈り・集会等に参加していただきます。
　移住推進員が説明・調査に伺います。詳しくはお問い合わせください。

【問い合わせ先】
�（市）企画広報課 移住推進員　☎(34)8866

移住者のための空き家募集のお願い
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平
成
30
年
度

公
民
館
団
体
登
録

　
公
民
館
で
は
、社
会
教
育
を
目
的
と
し
て

定
期
的
な
活
動
を
行
い
、市
の
社
会
教
育
の

向
上
に
貢
献
が
期
待
で
き
る
等
の
一
定
要
件

を
満
た
す
団
体
に
つ
い
て
登
録
し
、そ
の
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
申
請
を
希
望
す
る
団
体

は
、公
民
館
団
体
登
録
基
準
要
綱
を
ご
確
認

の
う
え
、左
記
の
関
係
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
登
録
期
間

　
平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
31
年
3
月

　
31
日
ま
で

▼
提
出
書
類

　（
1
）平
成
30
年
度
四
万
十
市
立
中
央
公
民

　
　
　
館
団
体
登
録
申
請
書

　（
2
）添
付
書
類

　
　
ア
　
平
成
30
年
度
事
業（
学
習
）計
画
書

　
　
イ
　
会
員
名
簿

　
　
ウ
　
会
則
・
規
約
等（
定
め
て
い
る
団
体

　
　
　
　
の
み
）

▼
提
出
期
限

　
1
月
26
日（
金
）　
※
期
限
厳
守

▼
そ
の
他

　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館
団
体
登
録
基
準

　
要
綱
お
よ
び
提
出
書
類
は
、中
央
公
民
館
窓

　
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
四
万
十
市
か

　
ら
の
お
知
ら
せ
　
団
体
登
録
に
つ
い
て
」か

　
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課（
中
央

　
公
民
館
内
）　
公
民
館
運
営
係

　
☎（
3
4
）7
3
1
1

催
　
し

人
形
劇
と
お
は
な
し
＆

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
０
〜
２
歳
児
を

対
象
と
し
た
、
つ

げ
く
わ
え
さ
ん
に

よ
る
人
形
劇
を
開

催
し
ま
す
。
こ
ん

な
に
小
さ
な
お
子

さ
ん
を
対
象
に
し

た
人
形
劇
を
観
る

機
会
は
少
な
く
、

本
市
で
も
初
め
て

開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
参
加
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
同

時
に
行
い
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
感
性
を
大
事
に
一
緒
に
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

人
形
劇
と
お
は
な
し
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
①
人
形
劇「
か
く
れ
ん
ぼ
し
て
る
の
だ
あ

　
　
れ
」（
く
わ
え
・
ぱ
ぺ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
）

　
②
お
は
な
し
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　（
注：

①
②
ど
ち
ら
か
片
方
の
参
加
は
で
き

　
ま
せ
ん
。）

▼
日
時
　
2
月
11
日（
日
）10
時
〜
11
時
30
分

▼
会
場

　
市
立
中
央
公
民
館
　
2
階
　
大
ホ
ー
ル
・

　
和
室

▼
参
加
料
　
無
料

　
＊
タ
オ
ル
を
2
〜
3
枚
持
っ
て
き
て
く
だ

　
さ
い
。

　（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
材
料
に
な
り
ま
す
。

　
色
柄
自
由
。）

▼
定
員

　
大
人
・
子
ど
も
　
合
計
1
0
0
人（
先
着
順
）

　
※
申
込
受
付
は
1
月
15
日（
月
）8
時
30
分

　
　
か
ら
開
始
し
ま
す
。

▼
主
催

　
四
万
十
川
こ
ど
も
演
劇
祭
実
行
委
員
会

▼
共
催
　
中
村
こ
ど
も
劇
場

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
☎（
3
4
）7
3
1
1

　
F
A
X（
3
5
）4
2
6
0

　
メ
ー
ル
　kom

inka
n@
city
.shim
a
nto.lg

.jp

✿
つ
げ
く
わ
え
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
✿

　
人
形
劇
団
京
芸
を
経
て
、
94
年
く
わ
え
・
ぱ

ぺ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
活
動
開
始
。
人
形

劇
の
楽
し
さ
を
追
求
。
ひ
つ
じ
の
カ
ン
パ

ニ
ー
と
の
合
同
作
品『
み
て
て
も
、い
い
？
』

は
演
劇
祭
保
育
所
公
演
で
も
上
演
。
京
都
市

在
住
。

幸
徳
秋
水
刑
死
１
０
７
周
年

墓
前
祭

　
幸
徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会
で
は
、毎
年
市
民

の
方
々
と
と
も
に
、秋
水
の
命
日
に
墓
前
祭
を

行
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
１
月
24
日（
水
）

　
12
時
30
分
〜
13
時
過
ぎ

▼
場
所
　
中
村
山
手
通
　
正
福
寺

記
念
講
演
会
　

▼
時
間
　
14
時
〜
16
時

▼
場
所
　
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

▼
講
師
　
田
中
全

▼
演
題
　
中
村
町
民
文
化
と
幸
徳
秋
水

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幸
徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会
　
田
中

　
☎
０
９
０-

６
８
２
７-
９
１
２
９

　　道の駅「よって西土佐」冬の感謝祭！

　道の駅「よって西土佐」では、12月30日（土）に今年一年のご愛顧に感謝を込
めて「冬の感謝祭」を開催します。つきたて餅の販売や鮎市場特製の鮎だし年
越しソバ、ストローベイルSANKANYAのふるまいホット柚子など、身も心も
温まる限定品を揃えて皆様をお待ちしています。また北海道（旭川）直送の毛
ガニなど海の幸もいろいろと取り揃えていますので、少し贅沢なお正月の準
備をしてみてはいかがでしょうか。当日は先着100名にシクラメンの花のプ
レゼントも準備しています。皆さんお誘い合わせてぜひおいでください。

【問い合わせ先】道の駅よって西土佐　☎（52）1398
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土
佐
中
村
一
條
太
鼓

第
25
回
定
期
演
奏
会

　
今
回
で
25
回
目
を
迎
え
る
定
期
演
奏
会
を

今
年
も
１
年
の
活
動
の
総
決
算
と
し
て
開
催

し
ま
す
。皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
２
月
11
日（
日
）

　
開
場
13
時
　
開
演
13
時
30
分

▼
場
所
　
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料

　
整
理
券
5
0
0
円

　
※
中
学
生
以
下
は
無
料

※
メ
ン
バ
ー
募
集
し
て
い
ま
す
。小
学
生
以
上

　
な
ら
O
K
、毎
週
火
曜
日
19
時
よ
り
敷
地
の

　
一
條
太
鼓
道
場
に
て
練
習
し
て
い
ま
す
。一

　
度
稽
古
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
土
佐
中
村
一
條
太
鼓（
池
本
）

　
☎
0
9
0-

4
5
0
8-

2
8
2
6

ス
ポ
ー
ツ

「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
ス
ポ
ー
ツ
で
縁
結
び
★
」

参
加
者
募
集
!!

▼
日
時
・
内
容

　〈
ス
ポ
ー
ツ
〉

　
　
１
月
29
日（
月
）、２
月
１
日（
木
）、

　
　
５
日（
月
）、８
日（
木
）

　〈
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
〉

　
　
２
月
10
日（
土
）

　
※
月
・
木：

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

　
※
土：

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

▼
会
場
　
具
同
体
育
セ
ン
タ
ー
　
他

▼
対
象
者
　

　
25
〜
39
歳
の
独
身
男
女（
で
き
る
だ
け
5

　
回
全
て
に
参
加
で
き
る
方
）

▼
定
員

　
30
人（
男
女
各
先
着
15
人
）

　
※
応
募
多
数
の
場
合
は
、四
万
十
市
内
在

　
住
者
優
先

▼
参
加
料

　
男
性
5
千
円
、女
性
4
千
円

　（
保
険
代
・
パ
ー
テ
ィ
代
含
む
）

▼
準
備
物

　
動
き
や
す
い
服
装
・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
飲

　
み
物
等

▼
募
集
期
間

　
１
月
23
日（
火
）17
時
15
分
ま
で

▼
申
込
方
法

　
電
話
・
郵
送
・
メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　（
市
Ｈ
Ｐ
）に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】 

　
〒
7
8
7-

0
0
1
2

　
四
万
十
市
右
山
五
月
町
８-

22

　
市
立
中
央
公
民
館
内

　
生
涯
学
習
課 

社
会
体
育
振
興
係

　
☎（
3
4
）2
0
6
2

　E
-m
a
il:sp
o
rt@
c
ity
.sh
im
a
n
to
.lg
.jp

第29回 四万十川リバーサイドフルウォーク2018参加者募集
あなたも全国からの参加者と一緒に四万十川の春の自然を満喫しませんか

【市内在住者のための無料コースもあります】

　今春も、恒例の四万十川リバーサイドフルウォークを4月7日（土）・4月8日（日）に開催いたします。
　今回も、4月7日（土）の「ごりコース、あかめコース」、4月8日（日）の「あゆコース」に参加される市民の人は、無料
で参加（参加賞なし）できますので、ご家族、ご友人などとふるってお越しください。

■開 催 日　4月7日（土）、4月8日（日）　雨天決行
■集合場所　市民スポーツセンター（四万十市安並）
■コ ー ス　※変更になる場合があります。

■参 加 料　2,000円（高校生以下1,000円）※参加料は、2日間参加しても同額です。
　　　　　　昼食　1食600円※事前申し込みが必要です。
■申込期限　2月28日（水）
　※パンフレットは市役所1階ロビー、市民スポーツセンター、市立中央公民館、市立温水プール、具同体育セン
　　ター、市立文化センターにあります。遠方の人は郵送いたしますので下記までご請求ください。

【問い合わせ・申込先】
　四万十市右山五月町8-22　市立中央公民館内
　四万十川リバーサイドフルウォーク実行委員会事務局  ☎(34)2062

日時

4月7日（土）

9時出発

4月8日（日）

8時出発

コース名

ごり

あかめ

くじら

あゆ

新てながえび

かわせみ

距離

10km

16km

29km

17km

23km

30km

市民

無料参加

○

○

○

当日

受付可

○

○

○

○

ルート

（市民SC：市民スポーツセンター）

市民SC⇒不破八幡宮⇒市民SC

市民SC⇒四万十大橋⇒市民SC

市民SC⇒くじらの見える丘⇒市民SC

市民SC⇒佐田沈下橋⇒市民SC

（バス移動）⇒勝間沈下橋⇒市民SC

（バス移動）⇒口屋内沈下橋⇒市民SC
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　大腸がん検診は、検便により行う簡易な検査（便に潜む血液の有無を調べる検査）です。本年度、まだ大腸が

ん検診を受けられていない方を対象に便採取後に郵送で提出していただく方法による検診を実施しますの

で、ぜひこの機会にお申し込みください。

【対象者】

四万十市内に住所を有する40歳以上（平成30年3月

31日時点）で、平成29年度に大腸がん検診を受診し

ていない方

【自己負担金】

　300円

【申込期間】

　1月10日（水）～ 2月16日（金）

【検診の流れ】

①検診を希望する方は、市役所窓口（本庁：保健介

　護課、総合支所：保健課）までお越しください。

②自己負担金をお支払い後、大腸がん検診容器、提

　出用封筒、問診票等をお渡しします。

③便を採取後、容器と問診票を提出用封筒に入れ

　て郵便ポストに投函してください。

④検診結果に異常があった場合のみ、市から通知

　いたします。異常が認められない場合は通知を

　行いませんので気になる方は下記までご連絡く

　ださい。

【問い合わせ・申込先】

　（本庁）保健介護課　健康増進係　☎(34)1115

　（総合支所）保健課　保健係　　　☎(52)1132

1年に1度は健診を

定例健康相談

3歳児健診

乳児・1歳6か月児・3歳児健診

育児相談（母乳について）

乳幼児相談・ママタッチ教室

マム＆チルドレン

7か月児・10か月児健診

ぴよっこクラブ（親子の集い）

1歳9か月児健診

西土佐健康の集い

子宮頸がん検診

乳がん検診

定例健康相談

3か月児・7か月児健診

個別通知

西土佐総合支所

健康管理センター

西土佐保健センター

子育て支援センター“ぽっぽ”

健康管理センター

具同体育センター

健康管理センター

西土佐保健センター

健康管理センター

西土佐保健センター

武道館

西土佐総合支所

健康管理センター

9：00～11：00

12：50～13：30

13：30～

13：15～14：30

9：30～11：00

10：00～11：30

12：50～13：30

9：30～11：30

12：50～13：30

8：45～

9：20～11：30、13：20～15：30

9：00～11：00

12：50～13：30

15日（月）

17日（水）

18日（木）

22日（月）

23日（火）

24日（水）

25日（木）

26日（金）

27日（土）

30日（火）

5日（月）

7日（水）

時間

1月

2月

事業名 該当地区月日 場所

【問い合わせ先】（本庁）保健介護課　☎（34）1115　☎(34)1823　（総合支所）保健課　☎(52)1132

健
診
・
検
診

※1月11日までの計画については、広報しまんと12月号に掲載しています。   

大腸がん検診のお知らせ　～まだ大腸がん検診を受けられていない方へ～

健康維新の志士
けん　しん太郎くん

がん検診を受けよう！
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【連載】けんこうだより⑩【連載】けんこうだより⑩【連載】けんこうだより⑩
特定健診の結果　そのままにしていませんか
　市では、特定健診や健康診査の結果について受診者に個別に説明を行う「健診結果説明会」を開催してい

ます。健診結果説明会では、健診の結果から自らの健康状態を知り、食生活や運動習慣などで上手に健康を

維持できているかなどの確認を行っていただき、健診結果や毎日の生活において気になることがある場合

には、日常生活のひと工夫などについて管理栄養士や保健師と一緒に考えていける機会として実施してい

特定健診の結果　そのままにしていませんか
　市では、特定健診や健康診査の結果について受診者に個別に説明を行う「健診結果説明会」を開催してい

ます。健診結果説明会では、健診の結果から自らの健康状態を知り、食生活や運動習慣などで上手に健康を

維持できているかなどの確認を行っていただき、健診結果や毎日の生活において気になることがある場合

には、日常生活のひと工夫などについて管理栄養士や保健師と一緒に考えていける機会として実施してい

ます。

　健診は受診したら終わりではなく、むしろ受け取った結果をその後の生活にどう生かすかが重要なポイ

ントです。

健診結果説明会参加者はおよそ6割

　継続して健診結果説明会を実施している地区では参加者が増え、参加者からは「地区ごとの開催のため

参加しやすかった」「結果を書面でみてもわかりづらいが、個別にこういった説明をしてもらえるとわか

る」「自分の健康状態がわかり安心した」「毎年健診を受けて、体の状態をみていくようにする」などの意見

が聞かれています。

　※各地区で実施した集団健診受診者における健診結果説明会参加率

「健診受診」と「健診結果説明会」で自分の体をチェック

　毎年健診を受けることで、見えない体内の変化を検査値でみていくことができ、数値が変化した原因も

よりわかりやすくなってきます。「健診受診」と「健診結果説明会」双方を活用し健康管理に役立ててくださ

い。

　なお、健診結果説明会については今後実施地区を広げていく予定です。健診結果説明会に参加できない

方や、健診結果等で何か気になることがありましたら専門職が随時ご相談に応じますのでお気軽にご連絡

をお願いします。健診結果を生活習慣改善のきっかけにしましょう。

【問い合わせ先】

　（本庁）保健介護課　健康増進係　☎（34）1115

　（総合支所）保健課　保健係　　　☎（52）1132

59.2

46.3 47.8

64.2

42.2

57.7

75.7

各地区の健診結果説明会参加率（％）

100

80

60

40

20

0

■H27　■H28　■H29

中筋・東中筋
地区

蕨岡・西富山
地区

八束地区 下田地区 後川地区 東富山 西土佐地区

23

平
成
30
年
1
月
号

募

 

集

催

 

し

ス
ポ
ー
ツ

教
室
・
講
座

健
康
・
福
祉

そ
の
他
・
相
談



高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
実
施
期
間
を
延
長
し
ま
す

　
本
年
度
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

供
給
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、次
の
と
お
り
実

施
期
間
を
延
長
し
ま
す
。　

▼
実
施
期
間

　
1
月
31
日（
水
）ま
で

　（
本
年
度
に
限
り
1
月
も
実
施
し
ま
す
。）

　
※
原
則
と
し
て
、実
施
医
療
機
関
の
診
療

　
　
時
間
の
範
囲
内

▼
対
象
者

　
平
成
29
年
12
月
31
日
ま
で
に
左
記
の（
ア
）

　
ま
た
は（
イ
）に
該
当
さ
れ
る
方

　（
ア
）65
歳
以
上
の
者

　（
イ
）60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
者
で
あ
っ
て
、

　
　
　
心
臓
、じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能

　
　
　
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
が
極
度

　
　
　
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を
有
す

　
　
　
る
者
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

　
　
　
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活

　
　
　
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害

　
　
　
を
有
す
る
者

▼
接
種
場
所
　
高
知
県
内
の
委
託
医
療
機
関

▼
接
種
料
金
　
1
，1
0
0
円

※
た
だ
し
、生
活
保
護
受
給
者
で
、自
己
負
担

　
金
免
除
証
明
書
を
提
出
し
た
も
の
に
つ
い

　
て
は
、自
己
負
担
金
を
免
除
し
ま
す
。

▼
実
施
回
数
　
1
人
1
回

　
　
　

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　（
本
庁
）保
健
介
護
課
　
地
域
保
健
係

　
☎（
3
4
）1
8
2
3

　（
総
合
支
所
） 

保
健
課
　
保
健
係

　
☎（
5
2
）1
1
3
2

四
万
十
市
認
知
症
の
人
と
家
族

の
会「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

　
認
知
症
介
護
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不
安
を

一
人
で
抱
え
込
ん
で
は
い
ま
せ
ん
か
。

　「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」は
、参
加
者
で
思
い
や

悩
み
を
共
有
し
、支
え
合
う
た
め
の
座
談
会

で
す
。

　
他
の
人
に
は
な
か
な
か
分
か
っ
て
も
ら
え

な
い
こ
と
も
、同
じ
体
験
を
し
て
き
た
人
ど

う
し
な
ら
分
か
り
あ
え
、介
護
で
疲
れ
た
こ

こ
ろ
が
少
し
で
も
楽
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
初
め
て
の
方
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
日
時

　
1
月
30
日（
火
）13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
場
所 

　
市
立
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　（
市
民
病
院
敷
地
内
）　

★
家
族
の
方
だ
け
で
も
、認
知
症
の
方
と
ご

　
一
緒
の
参
加
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」事
務
局
　
松
岡
時
規
子

　
☎（
3
4
）4
5
2
8

　
四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
3
4
）0
1
7
0

市
民
講
座「
認
知
症
」

〜
認
知
症
は
予
防
で
き
る
！ 

改
善
で

き
る
！
〜

　
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
、も
し
認
知

症
に
な
っ
て
も
重
症
化
し
な
い
た
め
に
、予

防
と
適
切
な
ケ
ア
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

　
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
一
般
の
方
、介
護

専
門
職
の
方
な
ど
、ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
2
月
17
日（
土
）13
時
30
分
〜
16
時

▼
場
所
　
市
立
中
央
公
民
館
　
大
ホ
ー
ル

▼
内
容

　
講
話
①「
高
齢
期
の
体
の
変
化
と
認
知
症
」

　【
講
師
】金
田 

弘
子（
鳥
取
県 

森
本
外
科
・

　
　
　
　
脳
神
経
外
科
医
院 

副
院
長
）

　
実
践
報
告「
取
り
組
み
に
よ
っ
て
認
知
症

　
の
症
状
の
改
善
が
見
ら
れ
た
事
例
」

　（
認
知
症
重
度
化
予
防
実
践
塾
生
の
実
践

　
発
表
）

　
講
話
②「
認
知
症
の
方
の
行
動
を
人
生
歴

　
か
ら
理
解
す
る
〜
上
手
に
老
い
る
た
め
の

　
自
己
点
検
ノ
ー
ト
の
活
用
〜
」

　【
講
師
】石
黒 

秀
喜（
財
団
法
人 

長
寿
社
会

　
　
　
　
開
発
セ
ン
タ
ー 

理
事
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、で
き
る
だ

　
け
乗
り
合
わ
せ
等
で
お
越
し
い
た
だ
く
よ

　
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
西
土
佐
地
域
か
ら
会
場
ま
で
の
バ
ス
を
運

　
行
し
ま
す
。利
用
を
ご
希
望
の
方
は
、2
月

　
2
日（
金
）ま
で
に
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

　
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
中
村
地
域
　
☎（
3
4
）0
1
7
0

　
西
土
佐
地
域
　
☎（
５
２
）１
０
０
０

第
42
回
　
幡
多
ふ
れ
あ
い
医
療

公
開
講
座

　
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、講
座

を
開
催
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
日
時 

　
２
月
11
日（
日
）

　
13
時
30
分
〜
16
時（
開
場
13
時
）　

▼
場
所 

　
土
佐
清
水
市
立
中
央
公
民
館

　（
土
佐
清
水
市
天
神
町
11-

15
）

▼
講
義
内
容

　
①
糖
尿
病
と
つ
き
あ
っ
て
い
く
た
め
に

　
　
高
知
大
学
医
学
部

　
　
内
分
泌
代
謝
・
腎
臓
内
科

　
　
医
師
　
平
野
世
紀

　
②
糖
尿
病
の
食
事
・
運
動
療
法

　
　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院

　
　
栄
養
科
　
管
理
栄
養
士
　
谷
村
真
優

　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

　
　
理
学
療
法
士
　
今
橋
一
幸

▼
参
加
料
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院（
経
営
事
業
課
）

　
☎
0
8
8
0（
6
6
）2
2
2
2（
代
表
）

　 

（
市
）保
健
介
護
課 

健
康
増
進
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
5
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●（介護予防）認知症対応型共同生活介護（グループホーム）
　認知症の人が共同生活を送る住居で、入浴、排泄、食事などの介護、その他の日常生活上の支援や機能訓練が受
けられます。
　市内には11事業所が運営をしていますが、利用は原則、四万十市内在住の方のみで、認知症の原因となる疾患
が急性の状態（症状が急に現れたり、進行したりすること）にある人を除きます。

●認知症対応型通所介護・介護予防認知症対応型通所介護（認知症対応型デイサービス）
　認知症の人がデイサービスセンターなどに通い、入浴、排せつ、食事などの介護や機能訓練などを受けられま
す。市内では1事業所のみが運営をしています。

四万十市介護保険情報　VOL.7

市内の介護サービス事業所をご紹介します

≪グループホーム　天の川≫
住 　 所
管 理 者
電 　 話
理 　 念
特色・PR

四万十市中村大橋通6丁目7-20
小島　美恵
☎（34）8882
人と人との繋がりを大切にできる施設つくりを
利用者様のこれまでの生活歴に近い生活環境を整え、ゆっ
たりと安心して過ごせる空間を支援します。施設前には大
型スーパーがあり利用者様は職員と共に歩いて買い物に
行くことができます。また敷地内には足湯があり、一般の
方でもご利用いただくことができます。

≪デイサービスセンター　くろしお≫
住 　 所
管 理 者
電 　 話
営業日（時間）
理 　 念
特色・PR

四万十市中村愛宕町28
福井　栄子
☎（35）2221（8：30～17：30）
月～土曜日（祝日営業）10：00～16：30
利用者が住み慣れた地域で１日も長く生活できるように
季節感を取り入れ地域との交流を図り心身機能の維持向
上を図る。
・利用者の水分摂取量を把握し、必要な水分量を摂取でき
るよう工夫
・在宅生活が1日でも長くできる様、体操を取り入れ筋力低
下防止を図る。
・季節を感じ、心身機能の維持向上を図り、社会的孤立感の
解消

健
康
福
祉
委
員
会
だ
よ
り
vol.29

〜
　
横
瀬
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
　
〜

　
今
回
は
、11
月
1
日
に
行
わ
れ
た
横
瀬
地
区
健
康
福
祉
委
員
会

の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
21
人（
男
性
8
人
、女
性
13
人
）の
方
が
集
ま
り
、地

区
集
会
所
周
辺
の
花
壇
の
植
え
替
え
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。花

壇
の
植
え
替
え
は
、毎
年
こ
の
時
期
の
恒
例
に
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
、皆
さ
ん
て
き
ぱ
き
と
作
業
を
進
め
ら
れ
、色
と
り
ど
り

の
パ
ン
ジ
ー
や
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
で
、辺
り
は
す
っ
き
り
と
明
る
く

な
り
ま
し
た
。

　
集
ま
り
で
は
、体
操
を
セ
ッ
ト
で
実
施
す
る
よ
う
に
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、体
操
は
い
い

や
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
が
、一
緒
に
や
ろ
う
と

い
う
声
か
け
も
あ
り
皆
さ
ん
で

い
き
い
き
百
歳
体
操
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
健
康
福
祉
委
員
会
に
つ
い
て

は
、「
広
い
地
区
の
中
で
、
関
わ

り
が
あ
ま
り
な
い
方
と
も
集
ま

れ
る
良
い
機
会
だ
」、「
活
動
は

ず
っ
と
続
け
て
い
か
ん
と
ね
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
、さ
ま
ざ

ま
な
活
動
と
あ
わ
せ
て
今
後
も

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）保
健
介
護
課
　
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
☎（
３
４
）８
０
６
６

　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係

　
　
　
　
　
　
☎（
５
２
）１
１
３
２

【
横
瀬
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
】

人
口
カ
ル
テ：

94
世
帯
1
8
9
人（
男
性
85
人
・
女
性
1
0
4
人
）

65
歳
以
上
90
人
・
高
齢
化
率
48
％

　
　
　
　
　（
平
成
29
年
11
月
1
日
現
在
　
市
人
口
統
計
月
報
）
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ト
ン
ボ
自
然
公
園
か
ら
の

情
報
と
お
知
ら
せ

湿
地
保
護
区
の
整
備
に
ご
支
援
を
！

　
成
虫
越
冬
の
イ
ト
ト
ン
ボ
2
種
を
除
き
、

ト
ン
ボ
の
成
虫
は
1
月
中
に
死
に
絶
え
て
し

ま
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
消
え
て
い
な
く
な
る

の
で
は
な
く
、卵
、も
し
く
は
ヤ
ゴ（
幼
虫
）の

姿
で
越
冬
し
ま
す
。
そ
し
て
3
月
中
旬
か
ら

羽
化
を
始
め
る「
春
の
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
」は
、

終
齢
幼
虫
と
呼
ば
れ
る
、成
虫
直
前
の
大
き

さ
に
ま
で
育
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年（
2
0
1
7
年
）、「
湿
地
保
護
区
」と

呼
ば
れ
る
谷
奥
の
水
辺
を
主
な
棲
み
か
と
し

て
い
る
春
の
ト
ン
ボ
た
ち
が
激
減
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
原
因
は
冬
季
の
異
常
少
雨
と
イ

ノ
シ
シ
。一
昨
年
冬
か
ら
昨
年
春
に
か
け
、四

万
十
市
周
辺
は
極
め
て
雨
が
少
な
く
、あ
ち

こ
ち
の
河
川
で
瀬
切
れ
が
見
ら
れ
、ト
ン
ボ

自
然
公
園
で
も
多
く
の
ト
ン
ボ
池
が
干
上

が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ヤ
ゴ
は
一
定
の
湿
り
気
が
あ
れ
ば
、短
期

間
の
水
枯
れ
で
死
ぬ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、そ
の
間
の
成
長
は
止
ま
り
ま
す
。し
か

も
、春
の
ト
ン
ボ
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

ま
で
に
羽
化
で
き
な
け
れ
ば
命
取
り
。ま
た
、

冬
季
に
水
深
が
浅
く
な
る
と
、ヤ
ゴ
ご
と
凍

り
付
い
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
加
え

て
、近
年
は
イ
ノ
シ
シ
が
土
手
を
壊
し
、せ
っ

か
く
溜
め
て
い
た
水
を
落
と
さ
れ
て
し
ま
う

と
い
う
被
害
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。
一
昨
年

暮
れ
、や
っ
と
の
思
い

で
張
り
巡
ら
せ
た
樹
脂

製
の
防
獣
ネ
ッ
ト
も
さ

ほ
ど
効
果
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
来
シ
ー
ズ
ン
、春
の

ト
ン
ボ
が
舞
い
飛
ぶ
水

辺
再
来
を
期
し
て
、

5
ヶ
所
あ
る
湿
地
保
護

区
全
て
を
金
属
製
の
柵

で
囲
い
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
、私
ど
も
自
然
保

護
団
体
に
対
し
て
は
適

当
な
補
助
制
度
が
見
当

た
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

イ
ノ
シ
シ
柵
作
り
に
3

千
円
以
上
の
寄
附
を
く

だ
さ
っ
た
方
に
、熱
中

症
予
防
を
願
う
チ
ョ
ウ

ト
ン
ボ
を
モ
デ
ル
と
し

た
お
守
り
ビ
ー
ズ
ト
ン

ボ
・
ス
ト
ラ
ッ
プ（
非
売

品
）を
差
し
上
げ
る「
お

礼
付
き
寄
付
金
募
集
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
本
一
の
ト
ン
ボ
保
護

区
を
守
る
活
動
に
、暖
か
い
ご
支
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
公
益
社
団
法
人

ト

ン

ボ

と

自

然

を

考

え

る

会
（
☎

3
7-

4
1
1
0
・
F
a
x
3
7-

4
1
1
3
・

E
-m
a
il:to
m
b
o
@
g
a
k
u
y
u
k
a
n
.c
o
m

）ま
で
。

催
し
の
お
知
ら
せ

【
運
試
し
ス
ピ
ー
ド
く
じ
】

▼
内
容

　
健
康
祈
願
＆
勝
ち
虫
ビ
ー
ズ
・
ブ
ロ
ー
チ

　
が
当
た
る
三
角
く
じ

▼
期
間
　
1
月
1
日（
月
・
祝
）〜
3
日（
水
）

▼
対
象

　「
四
万
十
川
学
遊
館
あ
き
つ
い
お
」入
館
者

【
ト
ン
ボ
勉
強
か
る
た
取
り
】

▼
内
容

　
ト
ン
ボ
王
国
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
る
た
を
使
っ

　
た
か
る
た
取
り（
参
加
賞
と
上
位
入
賞
者

　
に
賞
品
あ
り
）

▼
期
間

　
1
月
2
日（
火
）
13
時
30
分
〜（
参
加
者
多

　
数
の
場
合
に
は
1
ゲ
ー
ム
10
名
で
、年
齢

　
で
分
け
る
）

▼
対
象

　
小
学
生
以
下
の「
四
万
十
川
学
遊
館
あ
き

　
つ
い
お
」入
館
者

【
金
運
ナ
マ
ズ
特
別
展
示
】

▼
期
間
　
1
月
8
日（
月
・
祝
）ま
で

▼
対
象

　「
四
万
十
川
学
遊
館
あ
き
つ
い
お
」入
館
者

「
く
ら
し
と
い
の
ち
何
で
も
相

談
会
」

　
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
の
困
り
ご
と
、悩

み
を
専
門
家（
弁
護
士
、司
法
書
士
等
）が
お

聞
き
し
ま
す
。お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

▼
日
時
　
2
月
4
日（
日
）13
時
〜
15
時

▼
場
所

　
フ
ジ
グ
ラ
ン
四
万
十（
具
同
2
2
2
2
）

　
1
階
　
グ
ラ
ン
モ
ー
ル

▼
主
催
　
高
知
医
療
生
活
協
同
組
合

▼
後
援

　
四
万
十
市
・
四
万
十
市
社
会
福
祉
協
議
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
万
十
診
療
所
　
樋
口

　
☎
0
8
0（
5
6
6
7
）5
3
1
0

相
続
登
記
相
談
の
お
知
ら
せ

　
高
知
県
司
法
書
士
会
で
は
、２
月
を「
相
続

登
記
は
お
済
み
で
す
か
」月
間
と
定
め
、相
続

登
記
、法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
の
ほ
か
、遺

産
分
割
、遺
言
等
、相
続
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
ご
相
談
に
司
法
書
士
が
お
答
え
す
る
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
四
万
十
市
近
隣
の
会
場
は
、左
記
の
と
お

り
で
す
。予
約
不
要
で
す
の
で
、ぜ
ひ
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
２
月
３
日（
土
）10
時
〜
15
時

▼
場
所

　
黒
潮
町
総
合
セ
ン
タ
ー（
幡
多
郡
黒
潮
町

　
佐
賀
１
０
８
０
番
地
１
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
８（
８
２
５
）３
１
４
３

問 

観
光
商
工
課 

観
光
係

℡ 

（
３
４
）１
７
８
３
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育児相談
　相談日 /月～金 9：30～11：30、13：30～16：30
　子育てについて思っていること、悩んでいることな
ど、気軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来
所しての相談にも応じます。　
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない場合が
　あります。

手形、足形をとろう
どれだけ大きくなったかな…？手形、足形をとるよ。身長、

体重も測ろうね。

2月6日（火）　9：30～11：30

子育て支援センター

◆0歳児・妊婦対象（ぴよちゃんクラブ）

12・1月生まれのお誕生日をみんなでお祝いしようね。

[ぴよちゃんクラブ]1月２5日(木)　9：30～11：30

[1・2・3歳児]（ぽっぽ）1月２6日(金)　9：30～11：30

子育て支援センター

◆お誕生会

保 育 所 名

川崎保育所

蕨岡保育所

あおぎ保育所

古津賀保育所

具同保育所

東山保育所

竹島保育所

1月15日

1月15日

1月16日

1月17日

2月 5日

2月 7日

1月15日

2月 6日

月

月

火

水

月

水

月

火

時　間

9：30～11：00

9：30～11：00

10：00～11：00

9：30～11：00

9：30～10：30

9：30～10：30

9：30～11：00

駐車場

数台有

〃

〃

〃

〃

〃

〃

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

月日

こんにちは

四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!
　　親子ふれあい活動

お豆入れを作ろう
牛乳パックでお豆入れを作るよ。できたらみんなで「鬼は

～外～！」豆まきの練習もしようね。

①グループ1月１7日（水）、②グループ18日（木）

9：30～11：30

子育て支援センター

◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ）

　　その他の活動　

時

場

時

場

時

場

ぽっぽでおやつ作り
お母さんと一緒にりんごのカップケーキを作るよ。たねを

まぜてカップに入れて、焼いたら出来上がり。みんなでお

いしく食べようね。

2月8日（木）　9：30～11：30

子育て支援センター

時

場

時

場

1年間元気に過ごせるように、みんなで豆まきをするよ。

お母さんと力を合わせて鬼をやっつけよう！

[ぴよちゃんクラブ]2月1日（木）　9：30～11：30

[1・2・3歳児]（ぽっぽ）2月2日（金）　9：30～11：30

子育て支援センター

◆豆まき

時

場

後期の離乳食の作り方を教えてもらいましょう。試食もでき

ますよ。参加希望者は1月12日（金）までに支援センターまで

連絡してください。登録していない方でも参加できます。

※参加者は材料代100円と、お家で使っているスプーンなど

　持参してください。

1月16日（火）　9：30～11：30

子育て支援センター　　

◆離乳食講習会

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（35）3748

※新たに参加を希望される人は、準備などの都合がありま
　すので、あらかじめご連絡ください。（活動内容によって
　は、ご遠慮をお願いする場合もあります）①など番号が
　付いている活動は、日程ごとにグループに分かれます。

定期相談所
日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

高知地方法務局

四万十支局

☎(34)1600

Fax(34)1601

2月19日(月)

10時～正午

13時～15時

四万十市

田黒集会所

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク

ハラ・DV・いじめ・児童虐待など人権に

関する問題(相談無料、秘密厳守)
特設人権相談所

（本庁）総務課　

☎（34）1804

（総合支所）地域企画課

☎（52）1111

1月19日（金）

13時～16時
社会福祉センター

国や県、市の仕事に対する苦情や要望

《相談委員》正木　卓夫 ☎(37)2560

　　　　　平石眞理子 ☎(35)4250

2月1日（木）

9時～12時
本村多目的集会所 《相談委員》中平　晋祐 ☎(53)2039

行政相談所
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平成29年度「人権絵画標語展」の入賞者をお知らせします。

☆入賞作品は、広報2月号より毎月1作品ずつ紹介していきます。お楽しみに。

『人権絵画』

【低学年の部（小1～小3）】

　市　  長　  賞：宮川　亜果寧さん（東山小2年）

　副　市　長　賞：濵田　希々叶さん（中村南小1年）

　教　育　長　賞：森　大樹くん（東山小1年）

　審査員特別賞：高屋　仁和さん（中村小2年）

　審査員特別賞：曽根　夢二くん（東山小3年）

【中学年の部（小4～小6）】

　市　  長　  賞：添田　翼くん（東山小4年）

　副　市　長　賞：西田　輝額くん（八束小6年）

　教　育　長　賞：澤近　南生さん（東山小4年）

みやがわ　　  あ　か　ね

はま  だ　　　の　の　か

もり　　だい き

たか  や　  　にいな

 そ  ね　 　 ゆめ  じ

そえ だ　　つばさ

にし だ　　　き がく

さわちか　　  な　ぎ

『人権標語』

【小学生の部】

　市　  長　  賞：喜多　孝太くん（中村南小6年）

　副　市　長　賞：松岡　波琉さん（中村小1年）

　教　育　長　賞：今城　百々香さん（中村小4年）

　審査員特別賞：森原　奈穂さん（東山小5年）

　審査員特別賞：細木　汰朗くん（八束小5年）

【中学生の部】

　市　  長　  賞：渡邊　恭歩くん（中村西中3年）

　副　市　長　賞：中平　奈緒さん（後川中3年）

　教　育　長　賞：森　詩月さん（中村西中1年）

　審査員特別賞：松岡　真優さん（東中筋中1年）

　審査員特別賞：下村　玲奈さん（東中筋中2年）

 き  た　　  こう  た

まつおか　　 は　る

いまじょう　  も　も　か

もりはら　　 な　ほ

ほそ ぎ　　　た ろう

わたなべ　  たか ほ

なかひら　　 な　お

もり　　 し づき

まつおか　　ま　ゆ

しもむら　　れ　な

【「人権絵画標語展」入賞者紹介】

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

児
童
書  

え
ほ
ん

/

異形のものたち

おもかげ

化学防災読本

東芝の悲劇

50代からしたくなるコト、なくていいモノ

道標

もっと知りたいターナー

やせる、不調が消える読む冷えとり

小池　真理子

浅田　次郎

門奈　弘己

大鹿　靖明

岸本　葉子

今野　敏

荒川　裕子

石原　新菜

いろのかけらのしま

数え方のえほん

貨物船のはなし

口ひげが世界をすくぅ？！

ねんねのうた

はじまるよ

ふるいせんろのかたすみで

ぼくたち負け組クラブ

イミョンエ

高野　紀子

柳原　良平

ザラ・ミヒャエラ・オルロフスキー

えがしら　みちこ

熊谷　守一

チャールズ・キーピング

アンドリュー・クレメンツ

★ 

本
の
福
袋 

★

期
　
間
　
1
月
4
日（
木
）〜
8
日（
月
）※
無
く
な
り
次
第
、終
了

※
お
一
人
様
1
袋
ま
で

福
袋
に
は
貸
出
用
の
本
が
3
冊
入
っ
て
い
ま
す
。福
袋
を
借
り
ら
れ
る

方
は
、図
書
の
貸
出
冊
数
が
残
り
7
冊
と
な
り
ま
す
。ご
了
承
下
さ
い
。

★ 

親
子
木
工
教
室 

★

○「
四
万
十
ひ
の
き
で
ス
プ
ー
ン
を
作
ろ
う
」

日
　
時
　
1
月
20
日（
土
）11
時
〜
12
時

場
　
所
　
図
書
館
内
多
目
的
ホ
ー
ル

対
　
象
　
小
学
校
4
年
生
く
ら
い
〜
6
年
生（
保
護
者
要
付
添
）

参
加
料
　
5
0
0
円（
ス
プ
ー
ン
1
本
に
つ
き
）

定
　
員
　
8
組（
事
前
申
込
制
）

※
詳
細
は
、ス
タ
ッ
フ
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

★ 

雑
誌
譲
渡
の
ご
案
内 

★

保
存
期
間
の
過
ぎ
た
雑
誌
・
英
字
新
聞（
本
館
の
み
）を
、無
料
で
お
譲

り
し
ま
す
。雑
誌
は
一
人
5
冊
、英
字
新
聞
は
5
部
ま
で
。（
袋
は
各
自

ご
用
意
く
だ
さ
い
）

日
　
時
　
1
月
26
日（
金
）13
時
30
分
〜
17
時（
当
日
は
休
館
日
で
す
）

場
　
所
　
四
万
十
市
立
図
書
館（
本
館
）・
西
土
佐
分
館
入
口

※
希
望
す
る
雑
誌
等
の
予
約
や
、取
り
置
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

問 

市
立
図
書
館  

（
３
5
）２
９
２
３ 

開館時間　（本館）9：00～19：00
　　　　　（分館）10：00～18：00 January

新着おすすめ8+8

1
月
26
日（
金
）　
館
内
整
理
日

1
平成29年

新着図書（310冊）
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一條房基について

　土佐一條氏第三代当主である一條房基は、二代

当主房冬、母玉姫の間に生まれます。房基は大変智

勇に優れた人物であったと言われています。

　天文15（1546）年には長い攻防戦の結果、謀反を

起こした津野氏を降伏させ、その勢いで大平氏の

蓮池城を奪い、高岡郡一帯を一條氏の支配下とし

ます。また、豊後国（現在の大分県）の大友義鑑の娘

を妻に迎え、大友氏とともに伊予国（現在の愛媛

県）南部へ進出を図るなど勢力を拡大していきま

した。

　一條氏が五摂家という最上位の公家の一面を持

ちながら、戦や有力大名との婚姻関係など戦国大

名的な手法も用いて、戦国の世を生き抜こうとし

ていたことが伺えます。

　天文18（1549）年、房基は二十八歳の若さで突如

として自殺してしまいます。光寿寺の廃寺により

墓の所在が不明となりましたが、後に房基の死を

悼む人々によって中村上小姓町に供養の墓が建て

られています。

　現在、中央公民館で開催中のしまんと特別企画

展は「Ⅲ期、戦国時代と向き合う一條氏」をテーマ

に一條氏の戦国大名としての姿や、当時の人々の

暮らしについて紹介しています。ぜひおいでくだ

さい。

四万十川と土佐一條家からはじまる小京都物語⑩

日　時　1月14日（日）13時～15時（雨天の場合は1月21日（日）に延期）

　　　　当日天候が不順の場合は、10時以降にお問い合わせください。

場　所　入田河川敷（四万十市キャンプ場）

参加料　無料

　　　　※主催者側で傷害保険に加入しますが、保険以外の補償はあ

　　　　　りません。

対象者　市内在住の小・中学生。参加は自由ですのでお気軽に会場に

　　　　おいでください。（親子での参加大歓迎!）

審　査　審査対象は｢自作だこ｣や｢和だこ｣を持っている方となります。

表　彰　8つの賞を用意しており、心ばかりの景品を贈ります。

主　催　青少年健全育成四万十市民会議

共　催　四万十川自然再生協議会、高知県青少年対策推進幡多支部、 四万十市教育委員会

その他　無料の豚汁もあります。

【申込・問い合わせ先】

　青少年健全育成四万十市民会議（事務局 四万十市教育委員会 生涯学習課）　☎(34)7311

ふさ  ふゆ

よし  あき

ふさ  もと
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　市では、市民の皆さんが利用しやすい市役所を目指し、これまで業務時間外であった平日の昼と毎週水曜
日の午後7時までの時間帯において、試行的に当番職員による窓口業務を実施することといたしました。お仕
事などで昼間に時間の取れない方は、ぜひご利用ください。

１　試行期間　　　平成30年1月4日から同年12月28日まで

２　延長時間　　　①平日の正午から13時まで
　　　　　　　　　②毎週水曜日（祝日・年末年始を除く）の17時15分から19時まで

３　各施設の取扱業務　　　

①ここに示す業務はあくまで、市民の方の利用の多い業務について例示したものであり、詳細な業務や専
　門性が高い業務については、事前に担当課へ電話連絡をお願いします。
②下記業務の受付や応対であっても、担当者不在の場合は一時お預かりし、後日担当より連絡させていた
　だく場合があります。（※ 業務の性質上、担当者でないと対応できない業務もあります。）

市民課

税務課
保健介護課

福祉事務所

会計課
観光商工課
地震防災課
総務課
企画広報課
財政課
収納対策課
環境生活課
まちづくり課
上下水道課
農林水産課
学校教育課
人権啓発課

生涯学習課

・証明書発行（納税証明書、所得証明書、課税証明書、評価証明書等）
・各種申請書（がん検診申込、特定健診申込）受付等
・各種手当（児童手当等）の受付
・保育所への入所申請　等
・各種市税等の納付
・創業に関する相談、観光・イベントに関する問い合わせ等
・各種申請書（住宅耐震、老朽住宅除去）の受付
・認可地縁団体申請の受付、選挙に関する手続きの対応等
・移住、ふるさと納税、公共交通に関する問い合わせ対応等
・市営住宅入居希望者募集の受付（募集期間中のみ）
・市税等の納付
・廃棄物処理（排出）方法の問い合わせ対応、各種申請書の受付等
・道路維持管理、道路工事、国土調査、都市計画区域等に対する相談等
・上下水道料金の納付（納付相談）
・有害鳥獣捕獲申請、経営所得安定対策の受付
・新入学準備金（新小学校1年生）申請、指定学校変更許可申請の受付
・各種人権講座申込の受付

・施設の利用申込受付、施設利用料金の収納　等

西土佐住民
分室

地域企画課

産業建設課

保健課

西土佐教育
分室

・各種申請書の受付
・簡易水道の納付書再発行業務、簡易水道の給水開始・休止および名義変更に関す
　る受付業務

・各種申請書の受付

・各種施設使用申請書等の受付

・証明書発行（住民票、戸籍、印鑑登録証
　明等　※ただし一部除外あり）
・国民健康保険証の再発行　等

・左記業務に加え、住民登録に関する届
　出（転居届、転出届、転入届等）等

・証明書発行（住民票、戸籍、印鑑登録証
　明、軽自動車の納税証明書、所得証明
　書、課税証明書等　※ただし一部除外
　あり）
・国民健康保険証等の申請受付
・各種市税等の納付　等

・左記業務に加え、住民登録に関する届
　出（転居届、転出届、転入届等）等
※マイナンバーカード、住基カードに
　よる特例転入を除く

本庁舎
☎(34)1111

中央公民館
☎(34)7311

西土佐
総合支所
☎（52）1111

保健センター
☎(52)1132
西土佐ふれあい
ホール

☎（52）2312

【問い合わせ先】（市）総務課　行政管理係　☎(34)1804

「昼休み業務」および「水曜日の業務時間延長」の試行について（お知らせ）

※

注
意

昼の業務
12時～13時

水曜日（祝日・年末年始を除く）
17時15分～19時

１
階

３
階

４
階

５
階

６
階

施設・部署名
時間等

昼の業務
12時～13時

水曜日（祝日・年末年始を除く）
17時15分～19時施設・部署名

時間等
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自
給
自
足
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
辺
境
ラ

ダ
ッ
ク
社
会
で
は
自
分
た
ち
は
貧
し

い
人
間
の
集
ま
り
な
の
だ
と
は
誰
も

思
う
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
文
化
的
に
は
チ
ベ
ッ
ト
、
政
治
的

に
は
イ
ン
ド
の
ジ
ャ
ン
ム
ー
・
カ
シ

ミ
ー
ル
州
に
属
し
て
い
て
、
中
国
や

パ
キ
ス
タ
ン
と
接
し
て
い
ま
す
が
、

今
で
も
国
境
が
確
定
し
て
い
ま
せ

ん
。
中
心
の
町
レ
ー
の
高
度
は
３
６

０
０
㍍
。
周
囲
を
取
り
囲
む
峠
は
５

０
０
０
㍍
を
優
に
超
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
厳
し
い
自
然
環
境
で
、
人
々

は
意
外
な
ほ
ど
豊
か
に
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
の
雪
解
け
水

は
砂
漠
の
よ
う
に
乾
燥
し
た
こ
の
地

域
に
、
夏
の
間
の
比
較
的
安
定
し
た

農
の
営
み
を
可
能
に
し
ま
す
。

　
兄
弟
で
一
人
の
妻
を
共
有
す
る
一

妻
多
夫
制
度
は
、
相
続
に
お
け
る
農

地
の
分
割
を
防
ぎ
、
一
家
で
一
人
は

僧
侶
と
し
て
独
身
の
ま
ま
寺
に
住
む

と
い
う
慣
習
は
、
人
口
を
一
定
に
保

つ
こ
と
に
も
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

宗
教
的
関
心
も
高
く
、
近
所
に
何
か

問
題
が
あ
れ
ば
自
分
た
ち
で
解
決
す

る
仕
組
み
も
あ
り
ま
し
た
。
互
い
に

支
え
合
い
、
人
だ
け
で
な
く
生
き
と

し
生
け
る
も
の
全
て
に
叡
智
を
発
揮

し
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
ラ
ダ
ッ
ク
に
も
１

９
７
５
年
か
ら
、
近
代
化
と
か
発
展

と
か
い
う
波
が
押
し
寄
せ
て
き
ま
し

た
。
ラ
ダ
ッ
ク
の
長
官
が
ま
ず
取
り

組
ん
だ
の
は
人
々
に
ま
ず
欲
望
を
抱

か
せ
る
こ
と
で
し
た
。
利
益
を
追
い

か
け
る
こ
と
、
自
分
ら
は
貧
し
い
社

会
の
人
間
だ
と
い
う
こ
と
を
、
学
校

な
ど
で
徹
底
的
に
指
導
し
た
ち
ま
ち

貧
し
さ
を
覚
え
込
ん
で
い
き
ま
し

た
。
貧
困
を
知
り
ホ
ー
ム
レ
ス
が
生

ま
れ
、
次
第
に
格
差
が
う
ま
れ
ま
し

た
。
年
代
別
の
考
え
方
の
差
や
劣
等

感
、
惨
め
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　
実
は
こ
う
し
た
こ
と
が
世
界
中
に

起
き
て
き
ま
し
た
。
１
９
４
９
年
ア

メ
リ
カ
大
統
領
ト
ル
ー
マ
ン
が
、
「
発

展
し
た
国
」
と
「
発
展
し
て
な
い
国
」

に
世
界
を
分
類
し
ま
し
た
。
欧
米
を

モ
デ
ル
に
発
展
さ
せ
る
と
い
う
考
え

が
世
界
を
席
巻
し
始
め
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
に
日
本
を
訪
れ
た
外
国

人
は
、
日
本
の
ス
ロ
ー
な
豊
か
さ
と

美
し
さ
に
驚
嘆
し
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
今
で
は
何
を
失
っ
た
か

さ
え
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
わ
れ
わ
れ
は
発
展
進
歩
の
課
程
で

い
つ
の
間
に
か
何
者
か
に
憑
か
れ
た

ま
ま
生
き
て
し
ま
っ
て
い
る
現
代
だ

と
思
い
ま
す
。
も
う
一
度
、
貧
し
さ

と
は
何
か
、
ほ
ん
と
う
の
豊
か
さ
と

は
何
か
を
民
族
を
上
げ
て
追
求
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
来
て
い
ま

す
。
隣
人
と
語
り
合
い
、
知
恵
を
出

し
合
っ
て
、
互
い
に
考
え
合
う
時
代

を
目
指
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
衞

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、「
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
に

つ
い
て
は
、家
族
の
方
に
確
認
し
た
う
え

で
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

（
本
庁
）市
民
課
　

（
３
４
）１
１
１
３

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

住
　
所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

（
平
成
29
・
9
月
届
出
分
ま
で
）

（
平
成
29
・
10
月
届
出
分
ま
で
）

（
平
成
29
・
12
・
５
届
出
分
ま
で
）

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

住
　
所

享
　
年

（
満
年
齢
）

氏
　
　  

名

　1月10日は「110番」の日です。110番は、事件や事故が発生
した際に、県民の皆さんと警察を結ぶホットラインであり、
安全で安心な日常生活に欠かすことのできないものです。
　緊急の場合はすぐに「110番」、緊急の対応を必要としない
各種ご相談やお問い合わせ等は「＃9110番」や、中村警察署
相談窓口をご利用ください。

中村警察署　代表　☎（34）0110

110番通報の適切な利用を

え
い

ち
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集

催

 

し

ス
ポ
ー
ツ

教
室
・
講
座

健
康
・
福
祉

そ
の
他
・
相
談



㈱奥宮工業
㈲大同設備
㈲山下建設
豚座建設㈱
㈲平野水道
森下住宅器機
土居水道工事店
中村水道工事センター
㈱中村住設
㈲大杉設備工業
㈲福永工業
㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
㈲夕部設備
㈱奥宮工業
㈲大同設備
㈲山下建設
豚座建設㈱
㈲平野水道
森下住宅器機
土居水道工事店
中村水道工事センター

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

土
日
金
土
日
月
火
水
土
日
月
土
日
土
日
土
日
土
日
土
日
月

12月23日
24日
29日
30日
31日

1月 1日
2日
3日
6日
7日
8日
13日
14日
20日
21日
27日
28日

2月 3日
4日
10日
11日
12日

☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（

３７）５１５１
３５）４８７９
３３）０６５３
３４）６０３１
３５）２３１６
３４）４８５５
３２）１０９５
３５）４３２３
３４）３６２１
３４）２３２４
３５）５９９６
３３）０６６０
３５）３４５８
３７）３３８３
３７）５１５１
３５）４８７９
３３）０６５３
３４）６０３１
３５）２３１６
３４）４８５５
３２）１０９５
３５）４３２３

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】（本　　庁) 上下水道課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

■
発
行
/四
万
十
市
　
■
編
集
/企
画
広
報
課
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1月実施の統計調査

調　査　名 該当地区

労働力調査 磯ノ川、有岡、下田水戸

【問い合わせ先】（県）総務部 統計課　☎088(823)9344

調　査　名 該当地区

平成30年住宅・土地
統計調査単位区設定

四万十市内の一部

【問い合わせ先】（市）企画広報課 広報統計係　☎(34)1810

木俵病院
中村病院
吉井病院
さたけ小児科
市民病院
森下病院
市民病院
中村クリニック
さくらクリニック
市民病院
佐々木整形外科
市民病院
小原外科胃腸科
幡多病院

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（

土
日
日
月
火
水
日
月
日
日
日
日
日
月

12月

1月

2月

23
24
31
1
2
3
7
8
14
21
28
4
11
12

☎（ 3 4 ）1 2 1 1
☎（ 3 4 ）3 1 7 7
☎（ 3 4 ）5 0 0 5
☎（ 3 7 ）2 2 5 5
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）2 0 3 0
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）5 1 0 0
☎（ 3 5 ）2 5 5 5
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）7 1 7 7
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 5 ）0 1 0 8
☎（ 3 4 ）6 2 1 1

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。

△ 7 
1 

△ 8 
3 

人　（
人　（
人　（
世帯（

）
）
）
）

34,446
16,266
18,180
16,570

人
人
人
人

56
40
12
35

11

「広報しまんと」2月号は1月31日（水）発送予定です「広報しまんと」2月号は1月31日（水）発送予定です「広報しまんと」2月号は1月31日（水）発送予定です

　
平
成
30
年
は
戌
年

で
す
ね
！

　
昔
、
白
柴
を
飼
っ

て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
イ
ン
ス
タ
や
ブ

ロ
グ
な
ど
、
柴
犬
を

見
て
は
1
人
で
ニ
ヤ

ニ
ヤ
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
の
表
紙
の

「
ふ
う
ち
ゃ
ん
」（
メ

ス
）も
、本
当
に
か
わ

い
か
っ
た
で
す
。
ふ

う
ち
ゃ
ん
の
ご
家
族

の
皆
さ
ん
、
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！

真

有料広告掲載スペース
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